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第１位 第２位 第３位


平成１９年２月
石　巻　市

は　じ　め　に

　これまで本市の離島は、旧石巻市の田代島、旧牡鹿町の網地島ということで、近くにありながら別々の自治体の島としての歴史を重ね、各々の伝統を築いてきたところであります。しかし、平成１７年の市町合併によって、この２つの島が同じ石巻市の離島となったことを契機に、互いの島を理解・尊重しあい、共通の将来を見据えていくことが重要となってまいりました。

　両島の人口は、昭和３０年代をピークに年々減少し、高齢化も加速しております。そうした背景の中でも、両島には、コバルトブルーの海と透き通るような青空に囲まれた、豊かな自然環境と、本土にはない美しい景観が数多く残されており、こうした自然は、島に暮らす方々のみならず、全市民共通の宝物とも言える素晴らしい財産となっています。

　今の時代に生きる私たちの役割は、先人から引き継いだこの２つの島を、次の世代に絶やすことなく引き継いでいくことであるとの認識の下、従来の離島振興施策だけではなく、新たな視点での離島振興施策に取り組んでいくために策定したのが、この愛ランドプランであります。

　愛ランドプランという名前に、あえて「愛」という字を使用いたしましたのは、市民一人ひとりから愛される、そして愛情を感じられる島づくりを進めていきたいとの想いからであります。どうか、この冊子を御覧になる皆様一人ひとりが、島を愛し、これからの島づくりにお力添えいただきますことを心よりお願い申し上げます。
　結びになりますが、本プラン策定に当たり、石巻市愛ランドプラン策定懇談会のまとめ役として御指導、御尽力をいただきました阿部欽一郎座長をはじめ、各島の代表の委員の皆様、そして関係機関の委員の皆様に深く感謝を申し上げますとともに、御協力いただきました関係各位に厚くお礼申し上げます。

　平成１９年２月
石巻市長　土　井　喜美夫
愛ランドプラン策定報告によせて

　昭和２８年の離島振興法の制定から５０年余、先人たちの並々ならぬ努力によって、昔日の面目を一新し、各種生活環境の整備をはじめとする離島振興事業の展開により、生活水準の向上が図られてきました。

　改正後の離島振興法では、本土からの隔絶性等に起因する格差の是正という視点だけではなく、離島は、重要な国家的・国民的役割を果たしつつ、それぞれの地域固有の資源を活かすなどして、離島の有する地域差を「価値ある地域差」ととらえなおし、地域の活性化を目指していく方向性が示されました。

　このたび策定いたしました愛ランドプランにおきましては、こうした背景に着目しながら、島で実際に暮らす皆様からの提案や意見を中心に議論を重ね、島の進むべき将来像を描いたところであります。

　全６回の懇談会の開催に当たっては、網地島と田代島、交互の会場で会議を行い、出席する委員の懇親も深めながら議論を進めたこともあり、これまで知らなかった互いの島のことを知り得ることもでき、大変有意義なものとなりました。

　これを機に、両島の住民が兄弟島としての意識を深めながら、力を合わせて島の活性化に取り組んでいけることができれば幸いに思います。

　このプランの実現のためには、島民のみならず、行政や関係機関の協力を得ながら推し進めていく必要があります。私たちが暮らす島が、将来にわたって、素晴らしいものとして引き継がれていくことを期待するとともに、今後とも皆様方の御協力をよろしくお願い申し上げます。

　結びに、愛ランドプラン策定に当たり、御尽力、御協力をいただきました土井喜美夫石巻市長はじめ、石巻市の関係者、ならびに策定懇談会の各委員の皆様に厚くお礼申し上げまして、愛ランドプラン策定報告によせてのごあいさつとさせていただきます。

　平成１９年２月

石巻市愛ランドプラン策定懇談会

座　長　　阿 部　欽一郎
【 石 巻 市　愛 ラ ン ド プ ラ ン　目 次 】
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60歳代 55 45 10 24.4% 25.3% 21.3%
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80歳代 48 39 9 21.3% 21.9% 19.1%
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網地島及び田代島の離島振興施策については、これまで、離島振興法及び離島振興計画に基づき、本土との格差是正を主眼とし、基幹産業の水産業をはじめとする生産基盤や生活環境等の整備など、島民生活の向上に一定の成果を上げてきました。

しかし、近年は恒常的な人口減少や若者の島外流出、島民の高齢化、島内の産業活動の低迷など、将来的な島の存続に不安を感じざるを得ない状況となっており、島の再生化を目指した新たな視点での離島振興施策（島づくり）が求められています。

こうした背景の下、愛ランドプランは、島の自然や資源を活かし、島民の皆さんの意見を十分に取り入れながら、島民が主体となった島の資源の積極的な活用策や定住人口促進策の具体化など、網地島と田代島で目指すべき将来像を明らかにすることを目的に策定するものです。


愛ランドプランでは、島づくりの理念や将来像などの「基本目標」、この実現に向けた交通・通信体系、産業、生活環境、医療・福祉及び教育・文化・交流の「分野別計画（振興策）」、そして島づくりの具体的な「行動計画」を明らかにします。

なお、愛ランドプランは、石巻市の新しい総合計画に合わせ、平成19年度を初年度とし、今後10年間における島づくりを明らかにします。

愛ランドプランは、次図のフローに示すように、島の現状・課題や島民の皆さんの考え、網地島及び田代島にかかわる既往計画等を踏まえながら、網地島及び田代島の島民等計15名で構成する策定懇談会での協議を通じて策定したものです。

【 愛ランドプラン策定の流れ 】















網地島及び田代島の概要は下表に示すとおりであり、若者の島外流出による人口減少と高齢化の進展が島づくりにおける大きな問題としてとらえられます。

【 網地島及び田代島の概要 】
	
	網　地　島
	田　代　島

	面　積
	6.43km2
	3.14km2

	周　囲
	20.7km
	11.5km

	標　高
	101ｍ（七ツ森）
	96ｍ（正島山）

	気　候
	１年を通じ穏やかで、冬も雪が降ることは少なく、野生のシュロやトベラなどの暖帯性植物が群生する。
	温暖少雨で、冬も雪が降ることは少なく、温帯常緑広葉樹のタブの大木が自然繁茂している。

	歴　史
	・網地浜からは縄文土器、長渡浜からは須恵器が出土している。

・1062年に源頼義によって滅ぼされた安倍貞任一族の生き残りが逃れ住んだといわれる。

・1739年にはロシアのベーリング探検隊支隊が上陸、日本とロシアとの初交易の場となった。
	・島内には、県指定史跡に指定された貝塚があり、縄文前期の土器や石器、骨角器等が出土している。

・世界有数の好漁場を控え、沿岸・沖合漁業の島として発展した。

・とくに大謀網は独特の漁法として長い伝統を持ち、現在も周辺海域で営まれている。

	人口
（H17国勢調査値）
	493人（274世帯）
	112人（74世帯）

	平成12年

平成７年

平成２年

昭和30年代
	555人

715人

1,021人

約3,000人
	130人

147人

191人

約1,000人

	平均年齢
	67歳
	71歳

	高齢化率

（65歳以上の比率）
	64％
	82％

	来島者数（H17）
	21,899人/年
	8,273人/年

	主産業
	沿岸漁船漁業

遠洋漁業
	大型定置網、刺し網等沿岸漁業

浅海養殖業

	島内交通網
	長渡、網地を結ぶ県道網地島線、集落内77本の市道
	大泊、仁斗田を結ぶ幹線道路、漁港関連道路、自然観察路

	水　道
	簡易水道（海底送水）
	上水道（海底送水）

	医　療
	網小医院（医療法人陽気会）

医師常駐、各専門医もローテーションで来島、手術、入院も可能
	市営の診療所

週3日間医師が滞在


 
(1) 交通・通信体系

①　離島航路

網地島及び田代島への離島航路については、平成18年9月末まで、市営旅客船の牡鹿丸が鮎川～網地島間を運航し、第３セクターの網地島ライン株式会社が石巻～田代島～網地島間を運航していましたが、両航路とも国庫補助航路であり、一部運航区間が重複していたため、同年10月1日から、市営の牡鹿丸を廃止し、網地島ライン株式会社の航路に１本化されています。

1日に3～4往復を基本としていますが、夏季には、市内で最も集客数の多い網地島の白浜海水浴場や、田代島の自然教育センターの利用団体などによる旅客数が増加することから、増便を行って対応しています。

台風や高波等による欠航が少なくないため、石巻港を臨時的に発着場所にすることによる欠航の減少などの対応策が求められています。

既存のカーフェリー（マーメイド）については、建造から既に20年以上が経過し、老朽化が著しく、また、自船に車の乗降を可能とするためのエレベーターを設置していることにより、船体が重くなり、かなりの低速であることからも、バリアフリー化にも対応した高速カーフェリーの建造が求められています。

②　島内道路

網地島には計約21㎞の、田代島には計約8㎞の道路が整備されており、網地島では長渡浜～網地浜を結ぶ県道網地島線が、田代島では大泊～仁斗田を結ぶ市道大泊仁斗田線が幹線道路として島内を縦貫しています。それ以外の道路については、狭あいな道が多い状況となっています。

また、網地島では長渡浜～網地浜間に住民バスが通年運行されており、高齢者の通院などに大きな役割を果たしています。

③　通信体系

テレビやラジオの難視聴地域はなく、電話回線及び防災無線も整備されています。平成18年には、各島に行政情報端末が設置され、日常的な行政情報の取得や災害時等の情報収集が可能となりました。

携帯電話については、圏外地域があるほか、メーカーによって通話可能エリアが異なる状況となっています。

(2) 産　業
①　１次産業

網地島では島民の約5割、田代島では約8割が１次産業に従事し、大半が沿岸漁業や浅海養殖業等の漁業を営んでいます。
漁業従事者の高齢化と後継者対策とともに、水産資源の保護・培養策、漁港及び漁場の環境保全、密漁防止対策等の推進が必要となっています。

農業は、耕地面積が少なく、その生産物も自家消費の野菜程度で、主食等は本土に依存している状況にあります。
②　２・３次産業

２次産業の大半は、水産関連の製造業への従事となっており、安全で付加価値の高い加工製品の開発等が課題となっています。

３次産業は、網地島で約4割、田代島で約2割となっており、経営規模の小さな民宿や小売店が主となっています。

島を訪れる観光客は、海水浴や釣りなど夏季に集中しているため、年間を通じた滞在・交流を促進するための環境整備が求められています。
③　観　光

両島とも南三陸金華山国定公園に属し、温暖な気候と優れた自然景観等の資源に恵まれていますが、観光客のほとんどは夏季の海水浴客や釣り客であるなど、地域資源が活かしきれていない状況にあります。

そのため、観光資源としての優れた自然環境や豊富な水産物、島特有の文化等を住民自身が確認しながら、魅力的な資源を活用したアウトドア型の体験プログラム開発等を進め、年間を通じた周遊・滞在型観光への転換を図っていく必要があります。

(3) 生活環境
①　上水道、し尿・ごみ処理

上水道は、本土から海底配水管により送水が行われ、普及率100%となっています。

し尿、可燃ごみ、不燃ごみともに本土へ搬送処理をしています。また、生活雑排水による周辺海域の汚濁が課題となっています。
②　消防・防災・防犯

両島において消防団が組織されていますが、人口減少と高齢化により団員組織の機能低下が懸念されており、本土側からの迅速な応援体制の確立が必要となっています。

また、網地島においては、近年、夏季の観光客が集中する期間に、不審者が出没するなど、島内の防犯対策が求められていますが、警察官が常駐していないため、不測の事態に対応する体制の確立が必要とされています。

③　地域コミュニティー

網地島では、長渡地区は長渡公民館、網地地区は網地生活センターが利用されており、島の中心部にある開発総合センターは、ほとんど利用されていない状況にあります。

田代島では、開発総合センターが地域コミュニティーの中核施設として利用されています。

また、網地島と田代島には、それぞれ約50軒ずつ計100軒程度の空き家があり、地域コミュニティーの維持・形成や島外からの移住者受け入れの面などから、その有効活用が課題となっています。
(4) 医療・福祉
①　島内医療

平成11年、網地島では医療法人が、廃校となった小学校を改修して、病床数19床の「網小医院」を開院し、住民の診療に当たっています。近年は栃木県にある系列病院の全面的な支援の下、遠隔画像診療を取り入れるなど高次医療に近い体制が整っており、全国の離島におけるモデルケースとして注目を集めています。

田代島では、市営の診療所が設置されていますが、非常勤医師による週3日の診療体制のため、常勤医師の確保が望まれており、高次医療に対しては診療科目が限られているため本土の医療機関に依存している状況にあります。
休診日や夜間・緊急時における患者の搬送は、通常は地元船舶や常駐の旅客定期船で、悪天候時等は防災ヘリコプターで患者を本土に搬送することになっていますが、住民の医療不安を解消するためにも、本土の関係機関と連携しながら緊急時に備えた連絡体制の強化や環境整備が求められています。
②　高齢者福祉

両島における高齢者人口の割合は、網地島が64％、田代島が82％と非常に高くなっていますが、反面、網小医院の存在が、島に暮らす高齢者及び本土に住むその家族へ安心感を与えており、一人暮らしでも島に住み続けたいという声が多く聞かれます。

また、急病などの緊急時に迅速な対応を図る「緊急通報システム」をはじめとする、安心感を醸成する福祉サービスも求められています。

網地島では、網小医院と同一敷地内にデイサービスセンターと高齢者生活福祉センターが開設され、福祉拠点としての機能が充実しています。

一方、田代島では、開発総合センターにおいて、月に1回程度出張デイサービスが行われていますが、網地島に比べ福祉サービスの基盤整備が遅れており、介護保険サービスを含め、今後の体制の整備が望まれています。

(5) 教育・文化・交流
①　教育・文化

学校教育施設は、過疎化の影響を受け、両島ともに島内にあった小中学校が廃校となっているため、網地島に居住している小学生は、本土の小学校へ通学している状況にあります。

社会教育施設としては、網地島の「島の楽校」、田代島の「自然教育センター」が夏季を中心に、島外の団体に多数利用され、島の自然や魅力を体感する中核施設としての役割を担っています。

文化については、鎌倉時代の作である網地島の木造聖観音立像と全国的にも珍しい縄文時代中期の岩礁性の貝を主体とした田代島の仁斗田貝塚が県の文化財の指定を受けています。また、伝統芸能としては、両島ともに獅子舞が有名なほか、つぼ打ち唄や民話など、それぞれの島独自の文化として保存・継承されています。

②　交　流

網地島では、昔の子どもたちが過ごした夏休みを未来に伝えることをコンセプトに開催している「あじ島冒険楽校」（平成16年 地域づくり大賞・総務大臣表彰を受賞）が、島の住民と島外の子どもたちとの交流の場として定着しつつあります。

田代島では、マンガを活かした夢のあるまちづくりを推進する「石巻マンガランド構想」の一環として、マンガを地域の文化と融合させながら創造体験する施設として「マンガアイランド」を開設したことにより、観光客等と住民の交流が図られつつあります。

今後は、各島の魅力と情報を内外に発信するとともに、住民自身に交流の必要性を十分理解してもらいながら、本土との連携を密にし、継続した受け入れ体制の確立が必要とされています。


(1) 島民アンケートの概要
島外への人口流出や空き家・空き地の状況、今後の島づくりなどについて、網地島では平成18年3～4月に、田代島では平成16年12月～平成17年1月にかけて、アンケート調査を実施し、島民の皆さんの考えを把握・整理しました。

【 島民アンケートの概要 】
	
	網地島島民アンケート
	田代島島民アンケート

	実施期間
	平成18年3月下旬～平成18年4月14日
	平成16年12月中旬～平成17年1月10日

	配 布 数
	330票（島内全世帯 330世帯）
	70票

	回 収 数
	193票
	47票

	回 収 率
	58.5％
	67.1％

	主な設問
	・回答者の属性
	・同　左

	
	・子どもや孫の島外移住
	・同　左

	
	・空き家・空き地の利活用
	・同　左

	
	・島外サポーターに望む手伝い
	・同　左

	
	・今後の重点施策　など
	・田代島の将来像　など


(2) 島民アンケートの結果
①　回答者の年齢

全島民の年齢構成と同様に、アンケート調査の回答者の年齢構成も高齢者の割合が高く、２島合計で、60歳以上の回答者が全体の84％を、50歳以上の回答者が95％を占めており、40歳代以下の回答者は全体の5％以下となっています。



②　子どもや孫の島外移住の有無

２島全体で86％の人が「子どもや孫に島外移住者がいる」と回答しており、高齢者が島に残っている実態が浮き彫りになっています。



③　子どもや孫の島外移住の理由

島外移住の理由は、２島ともに、就学、就業、結婚の順で多くなっており、２島全体で、「就学のため」が38％で最も多く、これに「就職のため」が33％、「結婚のため」が28％で続いています。アンケートの結果からは、中学校・高校を卒業した10歳代後半から20歳代にかけての若い世代で多くの人達が島外に移住していったことが推察されます。



④　空き家や空き地（耕作放棄地）の利活用

島内に空き家や空き地（耕作放棄地）を所有している人のうち、２島全体で約半数の人が「何とかしたいと思っているが策がない」と回答しており、これに「島出身者で対策を考えて欲しい」、「島外のボランティアに手伝って欲しい」という回答が続いています。



⑤　島外サポーターに望む手伝い

島外のサポーターやボランティアの人たちに手伝って欲しいことの上位３つは、下表に示すように、２島とも同じ順位となっています。

島に来て手伝って欲しいことでは、「島の住民の生活環境などの整備活動」が最も多く（２島全体で53％）、これに「島の住民とのお祭や交流活動等の支援活動」（同32％）、「森林や田園の保全管理活動」（同23％）が続いています。

また、島に来なくても出来る手伝いの意向では、「島の高齢者の買い物代行や病院の予約取りなど」が最も多く（同33％）、これに「島の特産品を友人・知人・職場等で紹介する活動」（同30％）、「海水浴場やマンガロッジなどの利用者を促進する活動」（同20％）が続いています。



⑥―１　今後の島づくり（網地島島民が考える今後の重点施策）

網地島では、今後の島づくりにおける重点施策として、「網小医院を核とした医療や福祉面での施策展開」についての回答が最も多く（回答者の70％）、これに「安心・安全な暮らしの土台づくり」（同53％）、「豊かな自然や文化の継承」（同21％）、「空き家等の活用と受け入れ体制の確立」（同21％）、「雇用の場の創出」（同17％）が続いています。


⑥－２　今後の島づくり（田代島島民が考える田代島の将来像）

田代島では、島の将来像として、「子どもや孫の代になっても行き来できる島であって欲しい」の回答が最も多く（回答者の36％）、これに「豊かな自然が残っている島であって欲しい」（同26％）、「漁業と農業で住民の生業が維持できる島であって欲しい」（同9％）、「定年後に帰れる島であって欲しい」（同9％）が続いています。




島づくりにかかわる既往計画としては、「宮城県離島振興計画」（網地島及び田代島）、「牡鹿町観光振興計画」（網地島）、「しまづくりサポーター育成支援調査」（田代島）の三つの計画があります。

(1) 宮城県離島振興計画（宮城県　平成15年5月策定）





(2) 牡鹿町観光振興計画（牡鹿町　平成16年3月策定）



(3) しまづくりサポーター育成支援に関する調査（石巻市　平成17年3月策定）

















島の現状・特性を踏まえ、島民の皆さんの思い・声を反映し、これからの島づくりの基本目標を以下のように掲げます。



















ここでは、基本目標の実現に向けた、交通・通信体系、産業、生活環境、医療・福祉及び教育・文化・交流の分野ごとの島づくりの方向・方策を明らかにします。

なお、島づくりの方策については、石巻市総合計画に基づく「主な振興施策」に加え、既往計画や策定懇談会委員から出された「提案事業」を併せて記載しています。
(1) 交通・通信体系

①　離島航路



【 主な振興施策 】

○ 既存カーフェリーに替わる高速カーフェリーの新造船の実現

○ 石巻、仁斗田、網地、鮎川の4箇所への「浮き桟橋」早期建設

○ 各島の代表者と航路事業者による航路運航調整会議の開催

②　島内交通



【 主な振興施策 】

○ 生活道路における破損等発見時における迅速な補修

○ 網地島内における市民バスの運行継続（利便性の良いダイヤの検討）

③　通信体系

【 主な振興施策 】

○ インターネットやブログを活用した島の話題の情報発信

○ 各携帯電話会社への通話エリア拡大要請

【 既往計画や策定懇談会からの提案事業 】

○ 「ふるさと通信」の拡大（しまづくりサポーター育成支援調査より）

【 「交通・通信体系」の施策・事業一覧 】

	分野
	施策・事業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	
	島　民
	サポーター・
企業等
	行　政
	島　業

おこし
	暮らし

の再生

	離島航路
	振興施策
	高速カーフェリーの建造（共通）
	
	○
	○
	
	○

	
	
	停泊箇所への浮き桟橋の早期建設

（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	離島航路運航調整会議の設置
（共通）
	○
	○
	○
	
	○

	島内道路
	振興施策
	生活道路の維持補修（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	網地島の市民バス継続（網地島）
	○
	
	○
	
	○

	通信体系
	振興施策
	インターネットによる島の情報発信

（共通）
	○
	○
	○
	
	○

	
	
	携帯電話通話エリアの拡大要請

（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	提案事業
	ふるさと通信の拡大（田代島）
	○
	○
	○
	
	○


※施策・事業の欄中（　）内は実施する島名を記載しています。田代島・網地島の両島に関する施策・事業については、共通と表記しています。

(2) 産　業
①　１次産業



【 主な振興施策 】

○ 漁港及び周辺環境の整備・補修

○ 離島漁業再生交付金制度等を活用した漁業収益向上への支援

○ 松くい虫被害木の伐倒及び新樹木の植林
○ 密漁防止のための監視体制の強化

【 既往計画や策定懇談会からの提案事業 】

○ 農地の再生（しまづくりサポーター育成支援調査より）

○ 野菜づくり（しまづくりサポーター育成支援調査より）

○ おいしい網地島茶の栽培（策定懇談会委員より）

○ 海の再生（策定懇談会委員より）

○ 田代島のカキの地域ブランド化（しまづくりサポーター育成支援調査及び策定懇談会委員より）

○ 沿岸漁業の振興（しまづくりサポーター育成支援調査より）

②　２・３次産業

【 主な振興施策 】

○ 各種補助制度を活用した特産品の開発・研究に対する支援

○ 観光協会等との連携による島の宿泊施設や名所等の情報発信

【 既往計画や策定懇談会からの提案事業 】

○ 網地島コーディネーターの起業化（牡鹿町観光振興計画より）

○ 浜の店 Beach Shop（策定懇談会委員より）

○ 網地島ふれあい市（策定懇談会委員より）

③　観　光




【 主な振興施策 】

○ ２島（＋金華山）の総合観光（冒険）マップの作成

○ 各種体験プログラムのメニュー化

○ 自然体験インストラクターの養成支援

○ 既存施設の有効活用と利用促進のための諸整備

【 既往計画や策定懇談会からの提案事業 】

○ 「島の楽校」の利用促進（牡鹿町観光振興計画より）

○ 自然体験学習プログラムの作成（牡鹿町観光振興計画より）

○ 自然型冒険体験プログラムの作成（牡鹿町観光振興計画より）

○ ヤマユリの里づくり（牡鹿町観光振興計画より）

○ 網地島ウォークラリーコースの設定（牡鹿町観光振興計画より）

○ バードウォッチングフィールド（牡鹿町観光振興計画より）

○ 磯遊び体験プログラムの開発（しまづくりサポーター育成支援調査より）

○ 漁師料理・家庭料理でのもてなし（しまづくりサポーター育成支援調査より）

○ 猫神社の活用（しまづくりサポーター育成支援調査より）

○ マンガロッジの情報発信強化・キャンプサイトの改修（しまづくりサポーター育成支援調査より）

○ 網地島潜水許可特定区域の新設（策定懇談会委員より）

○ 鹿牧場の設置（策定懇談会委員より）

○ どぶろく特区（策定懇談会委員より）

○ 白浜バリ化計画（策定懇談会委員より）

○ 地引き網等体験プログラム（策定懇談会委員より）

○ どうめき崎への吊り橋の設置等（策定懇談会委員より）

【 「産業」の施策・事業一覧（その１）】

	分野
	施策・事業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	
	島　民
	サポーター・
企業等
	行　政
	島　業

おこし
	暮らし

の再生

	１次産業
	振興施策
	漁港及び周辺環境の整備・補修

（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	離島漁業再生交付金制度の活用

（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	松くい虫被害木伐倒・新樹木の植林

（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	密漁防止のための監視体制の強化

（共通）
	○
	
	○
	
	○

	
	提案事業
	農地の再生（網地島）
	○
	
	
	
	○

	
	
	野菜づくり（共通）
	○
	
	
	○
	

	
	
	おいしい網地島茶の生産（網地島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	海の再生（共通）
	○
	
	○
	○
	

	
	
	田代島の牡蠣の地域ブランド化

（田代島）
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	沿岸漁業の振興（共通）
	○
	○
	○
	○
	

	２・３次産業
	振興施策
	特産品の開発・研究支援（共通）
	
	
	○
	○
	

	
	
	観光協会等と連携した情報発信

（共通）
	
	○
	○
	○
	

	
	提案事業
	網地島コーディネーターの起業化
（網地島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	浜の店（Beach Shop）（網地島）
	○
	
	○
	○
	

	
	
	網地島ふれあい市　　（網地島）
	○
	
	
	○
	○


【 「産業」の施策・事業一覧（その２）】

	分野
	施策・事業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	
	島　民
	サポーター・
企業等
	行　政
	島　業

おこし
	暮らし

の再生

	観　光
	振興施策
	総合観光（冒険）マップの作成

（共通）
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	各種体験プログラムのメニュー化

（共通）
	○
	
	○
	○
	

	
	
	自然体験インストラクター養成支援

（共通）
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	既存施設有効利活用のための諸整備

（共通）
	
	
	○
	○
	

	
	提案事業
	「島の楽校」の利用促進（網地島）
	○
	
	○
	○
	

	
	
	自然体験学習プログラム（網地島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	自然型冒険体験プログラム
（網地島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	ヤマユリの里づくり（網地島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	島内ウォークラリーコース
（網地島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	バードウォッチングフィールド
（網地島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	磯遊び体験プログラムの開発
（田代島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	漁師料理・家庭料理でのもてなし
（田代島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	猫神社の活用（田代島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	マンガロッジの情報発信強化
（田代島）
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	網地島潜水許可特定区域の新設
（網地島）
	○
	○
	
	○
	

	
	
	鹿牧場の設置（網地島）
	
	○
	○
	○
	

	
	
	どぶろく特区（網地島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	白浜バリ化計画（網地島）
	○
	○
	
	○
	

	
	
	地引網等体験プログラム（網地島）
	○
	
	
	○
	

	
	
	どうめき崎に吊り橋設置等
（網地島）
	
	
	○
	○
	


(3) 生活環境
①　上水道、し尿・ごみ処理

【 主な振興施策 】

○ 合併浄化槽の設置促進や漁業集落排水施設により、漁業環境の保全を推進
○ 定期航路による定期的なごみの収集運搬の確保
○ ごみの減量化とリサイクルに向けた取り組み
【 既往計画や策定懇談会からの提案事業 】

○ 「三石の水」の再生（しまづくりサポーター育成支援調査より）

○ 井戸の再生（しまづくりサポーター育成支援調査より）

○ エネルギー事業への取組み（策定懇談会委員より）

②　消防・防災・防犯

【 主な振興施策 】

○ 消防・防災設備の点検整備と修繕
○ 消防団員の確保と連携強化
○ 警察官の常駐又は巡回強化の働きかけ
○ 島民による防犯組織の確立支援
○ 防災無線の整備

③　地域コミュニティー活動

【 主な振興施策 】

○ コミュニティー中核施設の適正な維持管理
○ 地域主体イベント等への支援強化　　
○ 移住案内人制度の創設
【 既往計画や策定懇談会からの提案事業 】

○ スローライフ基地としての環境整備（牡鹿町観光振興計画より）

○ 空き家再利用（しまづくりサポーター育成支援調査及び策定懇談会委員より）

○ ＮＰＯ法人の設立（策定懇談会委員より）

【 「生活環境」の施策・事業一覧 】

	分野
	施策・事業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	
	島　民
	サポーター・
企業等
	行　政
	島　業

おこし
	暮らし

の再生

	上水道、し尿・ごみ処理
	振興施策
	合併浄化槽等の整備促進（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	定期的なごみ収集運搬（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	ごみ減量化・リサイクルに向けた取組み（共通）
	○
	
	○
	
	○

	
	提案事業
	「三石の水」の再生（田代島）
	○
	
	
	
	○

	
	
	井戸の再生（田代島）
	○
	
	
	
	○

	
	
	エネルギー事業への取組み
（網地島）
	
	○
	○
	○
	○

	消防・防災・防犯
	振興施策
	消防・防災設備の点検整備・補修

（共通）
	○
	
	○
	
	○


	
	
	消防団員の確保と連携強化（共通）
	○
	
	○
	
	○

	
	
	警察官の常駐・巡回強化の働きかけ

（網地島）
	
	
	○
	
	○

	
	
	島民による防犯組織の確立支援

（網地島）
	○
	
	○
	
	○

	
	
	防災無線の整備（田代島）
	
	
	○
	
	○

	地域コミュニティー活動
	振興施策
	ｺﾐｭﾆﾃｨｰ中核施設の適正な維持管理

（共通）
	○
	
	○
	
	○

	
	
	地域主体イベント等への支援強化

（共通）
	○
	
	○
	
	○

	
	提案事業
	スローライフ基地としての環境整備
（網地島）
	○
	
	
	
	○

	
	
	空き家再利用（共通）
	○
	○
	○
	
	○

	
	
	ＮＰＯ法人の設立（網地島）
	○
	
	
	○
	○


(4) 医療・福祉
①　島内医療

【 主な振興施策 】

○ 網小医院への運営費助成の継続
○ 田代島診療所の運営継続
○ 救急患者輸送（定期旅客船使用時）に対する助成
○ 夜間、緊急時における患者搬送体制の環境整備
○ 緊急患者搬送用ヘリポートの整備
【 既往計画や策定懇談会からの提案事業 】

○ アイランドセラピー（策定懇談会委員より）

②　高齢者福祉

【 主な振興施策 】

○ 高齢者の生きがいを提供するための充実したデイサービスの実施
○ 介護サービス事業者等に対する船賃等の助成
○ 離島型緊急通報システムの構築

【 既往計画や策定懇談会からの提案事業 】

○ 暮らしお助け・助け合いシステム（しまづくりサポーター育成支援調査より）

○ 老老介護特区 Special Village for old ages（策定懇談会委員より）

【 「医療・福祉」の施策・事業一覧 】

	分野
	施策・事業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	
	島　民
	サポーター・
企業等
	行　政
	島　業

おこし
	暮らし

の再生

	島内医療
	振興施策
	網小医院への運営費助成の継続

（網地島）
	
	
	○
	
	○

	
	
	田代島診療所の運営継続（田代島）
	
	
	○
	
	○

	
	
	救急患者輸送に対する助成（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	夜間、緊急時患者搬送体制の整備

（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	緊急患者搬送用ヘリポートの整備

（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	提案事業
	アイランドセラピー（網地島）
	○
	○
	
	○
	○

	高齢者福祉
	振興施策
	デイサービスの充実（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	介護サービス事業者への助成
（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	保健師による訪問指導の充実

（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	
	離島型緊急通報システムの構築

（共通）
	
	
	○
	
	○

	
	提案事業
	暮らしお助け・助け合いシステム
（網地島）
	○
	○
	
	
	○

	
	
	老老介護特区（網地島）
（Special Village for old ages）
	○
	○
	○
	
	○


(5) 教育・文化・交流
①　教育・文化


【 主な振興施策 】

○ 島の楽校・自然教育センターの施設改修・整備
○ 同施設の利用者拡大に向けた運営方法の検討
○ 文化財の適切な保護と、伝統芸能継承に向けた支援
【 既往計画や策定懇談会からの提案事業 】

○ 田代島の文化の保護・継承と活用（しまづくりサポーター育成支援調査より）

②　交　流



【 主な振興施策 】

○ 各種団体と連携した交流プログラムの開発
○ 島内施設を中核とした交流の活性化
○ 野外活動等に配慮した島内食材供給体制等の整備
【 既往計画や策定懇談会からの提案事業 】

○ 大学落語研究会全国大会（策定懇談会委員より）

○ 離島体験・交流ツアー（策定懇談会委員より）

【 「教育・文化・交流」の施策・事業一覧 】

	分野
	施策・事業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	
	島　民
	サポーター・
企業等
	行　政
	島　業

おこし
	暮らし

の再生

	教育・文化
	振興施策
	島の楽校・自然教育センターの施設改修・整備（共通）
	
	
	○
	○
	

	
	
	同施設の利用者拡大に向けた運営方法の検討（共通）
	
	
	○
	○
	

	
	
	文化財の適切な保護と伝統芸能継承に向けた支援（共通）
	○
	
	○
	
	○

	
	提案事業
	島の文化の保護・継承と活用
（共通）
	○
	
	
	
	○

	交　流
	振興施策
	各種団体と連携した交流プログラムの開発（共通）
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	島内施設を中核とした交流の活性化

（共通）
	○
	
	○
	○
	

	
	
	野外活動等に配慮した島内食材供給体制等の整備（共通）
	○
	
	○
	○
	

	
	提案事業
	大学落語研究会全国大会（網地島）
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	離島体験・交流ツアー（共通）
	○
	○
	○
	○
	



	分野
	施策・事業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	
	島　民
	サポーター等
	行　政
	島業おこし
	暮らしの再生

	交通・通信体系
	離島航路
	振興施策
	高速カーフェリーの建造
	
	○
	○
	
	○

	
	
	
	停泊箇所への浮き桟橋の早期建設
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	離島航路運航調整会議の設置
	○
	○
	○
	
	○

	
	島内道路
	振興施策
	生活道路の維持補修
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	網地島の市民バス継続
	○
	
	○
	
	○

	
	通信体系
	振興施策
	インターネットによる島の情報発信
	○
	○
	○
	
	○

	
	
	
	携帯電話通話エリアの拡大要請
	
	
	○
	
	○

	
	
	提案事業
	ふるさと通信の拡大
	○
	○
	○
	
	○

	産　業
	１次産業
	振興施策
	漁港及び周辺環境の整備・補修
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	離島漁業再生交付金制度の活用
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	松くい虫被害木伐倒・新樹木の植林
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	密漁防止のための監視体制の強化
	○
	
	○
	
	○

	
	
	提案事業
	農地の再生
	○
	
	
	
	○

	
	
	
	野菜づくり
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	おいしい網地島茶の生産
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	海の再生
	○
	
	○
	○
	

	
	
	
	田代島のカキの地域ブランド化
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	
	沿岸漁業の振興
	○
	○
	○
	○
	

	
	２・３次

産　　業
	振興施策
	特産品の開発・研究支援
	
	
	○
	○
	

	
	
	
	観光協会等と連携した情報発信
	
	○
	○
	○
	

	
	
	提案事業
	網地島コーディネーターの起業化
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	浜の店（Beach Shop）
	○
	
	○
	○
	

	
	
	
	網地島ふれあい市
	○
	
	
	○
	○

	
	観　光
	振興施策
	総合観光（冒険）マップの作成
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	
	各種体験プログラムのメニュー化
	○
	
	○
	○
	

	
	
	
	自然体験インストラクター養成支援
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	
	既存施設有効利活用のための諸整備
	
	
	○
	○
	

	
	
	提案事業
	「島の楽校」の利用促進
	○
	
	○
	○
	

	
	
	
	自然体験学習プログラム
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	自然型冒険体験プログラム
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	ヤマユリの里づくり
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	島内ウォークラリーコース
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	バードウォッチングフィールド
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	磯遊び体験プログラムの開発
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	漁師料理・家庭料理でのもてなし
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	猫神社の活用
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	マンガロッジの情報発信強化
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	
	網地島潜水許可特定区域の新設
	○
	○
	
	○
	

	
	
	
	鹿牧場の設置
	
	○
	○
	○
	

	
	
	
	どぶろく特区
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	白浜バリ化計画
	○
	○
	
	○
	

	
	
	
	地引網等体験プログラム
	○
	
	
	○
	

	
	
	
	どうめき崎に吊り橋設置等
	
	
	○
	○
	

	生活環境
	上水道、

し 尿 ・

ごみ処理
	振興施策
	合併浄化槽等の整備促進
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	定期的なごみ収集運搬
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	ごみ減量化・リサイクルに向けた取組み
	○
	
	○
	
	○

	
	
	提案事業
	「三石の水」の再生
	○
	
	
	
	○

	
	
	
	井戸の再生
	○
	
	
	
	○

	
	
	
	エネルギー事業への取組み
	
	○
	○
	○
	○

	
	消防・

防災・

防　犯
	振興施策
	消防・防災設備の点検整備・補修
	○
	
	○
	
	○

	
	
	
	消防団員の確保と連携強化
	○
	
	○
	
	○

	
	
	
	警察官の常駐・巡回強化の働きかけ
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	島民による防犯組織の確立支援
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	防災無線の整備
	○
	
	
	
	○

	
	地　　域

コミュニティー

活　　動
	振興施策
	ｺﾐｭﾆﾃｨｰ中核施設の適正な維持管理
	○
	
	○
	
	○

	
	
	
	地域主体イベント等への支援強化
	○
	
	○
	
	○

	
	
	提案事業
	スローライフ基地としての環境整備
	○
	
	
	
	○

	
	
	
	空き家再利用
	○
	○
	○
	
	○

	
	
	
	ＮＰＯ法人の設立
	○
	
	
	○
	○

	医療・福祉
	島内医療
	振興施策
	網小医院への運営費助成の継続
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	田代島診療所の運営継続
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	救急患者輸送に対する助成
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	夜間、緊急時患者搬送体制の整備
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	緊急患者搬送用ヘリポートの整備
	
	
	○
	
	○

	
	
	提案事業
	アイランドセラピー
	○
	○
	
	○
	○

	
	高齢者

福　祉
	振興施策
	デイサービスの充実
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	介護サービス事業者への助成
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	保健師による訪問指導の充実
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	離島型緊急通報システムの構築
	
	
	○
	
	○

	
	
	提案事業
	暮らしお助け・助け合いシステム
	○
	○
	
	
	○

	
	
	
	老老介護特区
	○
	○
	○
	
	○

	教育･文化･交流
	教育・

文　化
	振興施策
	島の楽校・自然教育センターの施設改修・整備
	
	
	○
	○
	

	
	
	
	同施設の利用者拡大に向けた運営方法の検討
	
	
	○
	○
	

	
	
	
	文化財の適切な保護と伝統芸能継承に向けた支援
	○
	
	○
	
	○

	
	
	提案事業
	島の文化の保護・継承と活用
	○
	
	
	
	○

	
	交　流
	振興施策
	各種団体と連携した交流プログラムの開発
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	
	島内施設を中核とした交流の活性化
	○
	
	○
	○
	

	
	
	
	野外活動等に配慮した島内食材供給体制等の整備
	○
	
	○
	○
	

	
	
	提案事業
	大学落語研究会全国大会
	○
	○
	○
	○
	

	
	
	
	離島体験・交流ツアー
	○
	○
	○
	○
	



(1) 島づくりの推進体制

「２　島づくりの分野別計画」に掲げた各事業の実施に当たっては、下図に示すように、網地島及び田代島の代表者の方々で構成する『(仮称)愛ランド推進委員会』の皆さんと石巻市のほか、団体（漁協等）、企業、島外サポーター、県等各事業関係者の参加の下、『(仮称)愛ランド実施会議』において具体的かつ詳細な検討を行っていきます。

なお、『(仮称)愛ランド実施会議』については、各事業の実施に対応し、事業ごとに適宜開催していきます。

また、島民の皆さんで組織化する『(仮称)愛ランド推進委員会』について、将来的には、島づくりのために自らが経済的な活動にも取り組むＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）の設立を目指していくことが期待されます。

【 島づくりの推進体制 】







(2) 事業実施プログラム
「２　島づくりの分野別計画」に掲げた各事業の実施時期［継続（現在実施中）、短期（3年以内に実施）及び中長期（4年後以降に実施）の三区分］は以下のとおりです。

【 事業実施プログラム（その１）】

	分野
	施策・事業
	継　続
	短　期

(3年以内)
	中長期

(4年後以降)

	交通・通信体系
	離島航路
	振興施策
	高速カーフェリーの建造
	
	
	○

	
	
	
	停泊箇所への浮き桟橋の早期建設
	
	
	○

	
	
	
	離島航路運航調整会議の設置
	○
	
	

	
	島内道路
	振興施策
	生活道路の維持補修
	○
	
	

	
	
	
	網地島の市民バス継続
	○
	
	

	
	通信体系
	振興施策
	インターネットによる島の情報発信
	○
	
	

	
	
	
	携帯電話通話エリアの拡大要請
	○
	
	

	
	
	提案事業
	ふるさと通信の拡大
	○
	
	

	産　　業
	１次産業
	振興施策
	漁港及び周辺環境の整備・補修
	○
	
	

	
	
	
	離島漁業再生交付金制度の活用
	○
	
	

	
	
	
	松くい虫被害木伐倒・新樹木の植林
	○
	
	

	
	
	
	密漁防止のための監視体制の強化
	
	○
	

	
	
	提案事業
	農地の再生
	
	
	○

	
	
	
	野菜づくり
	
	
	○

	
	
	
	おいしい網地島茶の生産
	
	
	○

	
	
	
	海の再生
	○
	
	

	
	
	
	田代島のカキの地域ブランド化
	
	○
	

	
	
	
	沿岸漁業の振興
	○
	
	

	
	２・３次

産　　業
	振興施策
	特産品の開発・研究支援
	
	
	○

	
	
	
	観光協会等と連携した情報発信
	○
	
	

	
	
	提案事業
	網地島コーディネーターの起業化
	
	
	○

	
	
	
	浜の店（Beach Shop）
	
	
	○

	
	
	
	網地島ふれあい市
	
	○
	

	
	観　　光
	振興施策
	総合観光（冒険）マップの作成
	
	○
	

	
	
	
	各種体験プログラムのメニュー化
	
	○
	

	
	
	
	自然体験インストラクター養成支援
	
	○
	

	
	
	
	既存施設有効利活用のための諸整備
	
	
	○

	
	
	提案事業
	「島の楽校」の利用促進
	
	
	○

	
	
	
	自然体験学習プログラム
	
	○
	

	
	
	
	自然型冒険体験プログラム
	
	○
	

	
	
	
	ヤマユリの里づくり
	
	
	○

	
	
	
	島内ウォークラリーコース
	
	
	○

	
	
	
	バードウォッチングフィールド
	
	
	○

	
	
	
	磯遊び体験プログラムの開発
	
	○
	

	
	
	
	漁師料理・家庭料理でのもてなし
	
	○
	

	
	
	
	猫神社の活用
	
	○
	

	
	
	
	マンガロッジの情報発信強化
	
	○
	

	
	
	
	網地島潜水許可特定区域の新設
	
	
	○

	
	
	
	鹿牧場の設置
	
	
	○

	
	
	
	どぶろく特区
	
	
	○

	
	
	
	白浜バリ化計画
	○
	
	

	
	
	
	地引網等体験プログラム
	
	
	○

	
	
	
	どうめき崎に吊り橋設置等
	
	
	○


	分野
	施策・事業
	継　続
	短　期

(3年以内)
	中長期

(4年後以降)

	生活環境
	上水道、

し 尿 ・
ごみ処理
	振興施策
	合併浄化槽等の整備促進
	○
	
	

	
	
	
	定期的なごみ収集運搬
	○
	
	

	
	
	
	ごみ減量化・リサイクルの取組み
	○
	
	

	
	
	提案事業
	「三石の水」の再生
	
	
	○

	
	
	
	井戸の再生
	
	
	○

	
	
	
	エネルギー事業への取り組み
	
	
	○

	
	消 防 ・
防 災 ・
防 犯
	振興施策
	消防・防災設備の点検整備・補修
	○
	
	

	
	
	
	消防団員の確保と連携強化
	○
	
	

	
	
	
	警察官の常駐・巡回強化の働きかけ
	
	○
	

	
	
	
	島民による防犯組織の確立支援
	
	○
	

	
	
	
	防災無線の整備
	
	○
	

	
	地　　域
コミュニティー
活　　動
	振興施策
	ｺﾐｭﾆﾃｨｰ中核施設の適正な維持管理
	○
	
	

	
	
	
	地域主体イベント等への支援強化
	○
	
	

	
	
	提案事業
	スローライフ基地としての環境整備
	
	
	○

	
	
	
	空き家再利用
	
	○
	

	
	
	
	ＮＰＯ法人の設立
	
	○
	

	医療・福祉
	島内医療
	振興施策
	網小医院への運営費助成の継続
	○
	
	

	
	
	
	田代島診療所の運営継続
	○
	
	

	
	
	
	救急患者輸送に対する助成
	○
	
	

	
	
	
	夜間、緊急時患者搬送体制の整備
	
	○
	

	
	
	
	緊急患者搬送用ヘリポートの整備
	
	○
	

	
	
	提案事業
	アイランドセラピー
	
	
	○

	
	高 齢 者
福　　祉
	振興施策
	デイサービスの充実
	○
	
	

	
	
	
	介護サービス事業者への助成
	○
	
	

	
	
	
	保健師による訪問指導の充実
	○
	
	

	
	
	
	離島型緊急通報システムの構築
	
	○
	

	
	
	提案事業
	暮らしお助け・助け合いシステム
	
	○
	

	
	
	
	老老介護特区
	
	
	○

	教育・文化・交流
	教 育 ・
文　　化
	振興施策
	島の楽校などの施設改修・整備
	
	
	○

	
	
	
	同施設の運営方法の検討
	
	○
	

	
	
	
	文化財の保護と伝統芸能継承の支援
	○
	
	

	
	
	提案事業
	島の文化の保護・継承と活用
	○
	
	

	
	交　　流
	振興施策
	各種団体と連携した交流プログラム
	
	○
	

	
	
	
	島内施設を中核とした交流の活性化
	
	
	○

	
	
	
	島内食材供給体制等の整備
	
	
	○

	
	
	提案事業
	大学落語研究会全国大会
	
	○
	

	
	
	
	離島体験・交流ツアー
	
	○
	


(3) 島づくりの重点事業
「(2) 事業実施プログラム」の短期実施事業（3年以内）の中から、以下の事業を重点事業に位置付け、引き続き、『(仮称)愛ランド実施会議』で島民や関係者の皆さんと事業実施に向けた具体的な協議・検討を行っていきます。


①　総合観光（冒険）マップの作成
【目　的】

　網地島及び田代島をメインに紹介する観光パンフレットについては、現在、網地島ライン株式会社で発行している「島生活」というパンフレットがあります。
　また、田代島では、仁斗田行政区長を中心に、島内各所の見どころを紹介する散策マップを作成し、待合所などで観光客への配布を行っています。

　これら既存のパンフレットの情報を有効に活用しながら、網地島と田代島、さらには金華山の情報も加えた「（仮称）いしのまき愛ランド総合冒険マップ」を作成し、観光客が島巡りを楽しめるような魅力満載の情報発信を行うことを目的とします。
【事業内容】
　網地島と田代島に加えて金華山の見どころや、宿泊案内、交通アクセスのほか、島に住んでいる人にしか分からない情報などを掲載し、県内外からの観光客だけでなく、市内に住む子どもたちにも「島」の魅力を存分に感じてもらえるような総合マップを作成するものです。
	施 策 ・ 事 業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	島 民
	ｻﾎﾟｰﾀｰ・企業等
	行 政
	島 業

おこし
	暮らし

の再生

	総合観光（冒険）マップの作成
	○
	○
	○
	○
	

	
	情報提供
内容監修
	情報提供・予算支援
マップの作成
	
	


②　島の情報発信力強化
【目　的】

　網地島、田代島には、それぞれ素晴らしい地域資源がたくさんあります。これらの地域資源の付加価値を高めながら、島民や関係者が一体となって、インターネットやブログなどを活用した効果的な情報発信を行うなど、戦略的な情報発信体制を確立していこうとするものです。
【事業内容】

（網地島）
・現在、中央大学落研より網地島にて合宿希望の話が進行しつつあります。可能であれば大学落語研究会全国大会を「網地島で」との企画（全国大会はＴＶ朝日協賛・放映）される予定もあることから、実現に向けた積極的な支援を行い、将来的な網地島の全国的ＰＲにつなげていきます。
（田代島）

・味、品質ともにレベルが高い田代島のカキを、消費者に直接小売できる体制を構築させ、田代島の地域ブランド化を図ることや、全国から注目を集めている猫神社やマンガアイランドの猫ロッジ等、情報の付加価値を高めながら、インターネットを中心に情報を発信していきます。

	施 策 ・ 事 業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	島 民
	ｻﾎﾟｰﾀｰ・企業等
	行 政
	島 業

おこし
	暮らし

の再生

	大学落語研究会全国大会
	○
	○
	○
	○
	

	田代島のカキの地域ブランド化
	○
	○
	○
	○
	

	猫神社の活用
	○
	
	
	○
	

	
	地域資源の付加価値を高めることや、インターネットやブログによる積極的な情報発信に一体となって取り組む。
	


③　移住者を受け入れる空き家対策
【目　的】

　離島の過疎化はこれまでも緩やかに進んできましたが、島民の高齢化に伴い、高齢者世帯を中心とした本土への移住は今後とも続くものと予想されます。
反面、島へ移住してくる家族や移住を希望する方々は増加する傾向にあることから、移住者の受け入れ等がスムーズに進められるような窓口の設置やＰＲ、案内・対応の拡充など、一連の受け入れ体制を構築し、島の定住人口を維持していこうとするものです。
【事業内容】

　現在、団塊の世代を中心に全国各地から、網地島又は田代島に移住したいと考えているがどうしたらよいか？といった内容の問い合わせが多くなっています。
　しかし、「空き家」と言っても、年数がかなり経過した家屋や登記の関係が複雑化して売買が難しくなっている物件などさまざまで、島の住民の皆さんと、島を離れた方々、そして行政の３者が連携しながら、この対策を進めていく必要があります。

　まずは、窓口の１本化を図り的確な対応ができる情報をあらかじめ収集し、実際に島を見学したいという人がいた場合には、現地で案内業務を行う「移住案内人」が島内の案内や島での暮らしの注意点などを指導するといった、総合的な受け入れ体制を早期に確立させます。
　さらに、移住希望者が、本当に島での生活になじめるかどうかの体験（漁業の就労体験等を含めて）を可能とするための、短期宿泊の受け入れ体制の構築についても取り組んでいきます。
	施 策 ・ 事 業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	島 民
	ｻﾎﾟｰﾀｰ・企業等
	行 政
	島 業

おこし
	暮らし

の再生

	空き家再利用
	○
	○
	○
	
	○

	
	情報提供、移住案内人、短期宿泊支援
	空き家の貸与等、情報提供
	情報収集、問い合わせ窓口
	
	


④　緊急時患者搬送体制等の充実
【目　的】

　網地島においては、現在、市が委託する救急患者輸送業務を「網小医院」が行っており、救急患者への対応可能な医療設備も整っています。
　しかし、どうしても他の医療施設での処置が必要になる場合も想定され、その場合の本土への患者の搬送体制を確立しておく必要があります。
　また、田代島については、週に３日間しか診療所が開所していないため、救急時の不安は大きなものがあり、こうした事態に的確に対応できる体制を構築することにより、島民が安心して暮らせる島づくりを目指すものです。
【事業内容】
　これまで田代島仁斗田漁港に夜間待機しているブルーライナーを利用した場合になされていた助成については、田代島住民のみを対象としていましたが、今後については、網地島住民が利用した場合も対象とするように助成対象拡大を検討するとともに、宮城県の防災ヘリコプター等による輸送を依頼する際に必要となるヘリポートの整備を実現します。

　また、島内の１人暮らしの高齢者の安否が常時確認できる「離島型緊急通報システム」を構築します。
	施 策 ・ 事 業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	島 民
	ｻﾎﾟｰﾀｰ・企業等
	行 政
	島 業

おこし
	暮らし

の再生

	夜間・緊急時患者搬送体制の整備
	
	
	○
	
	○

	緊急患者搬送用ヘリポートの整備
	
	
	○
	
	○

	離島型緊急通報システムの構築
	
	
	○
	
	○

	
	
	
	整備等の

推進
	
	


⑤　各種団体と連携した交流プログラムの開発
【目　的】

　網地島及び田代島ともに、これまで培われてきた伝統や文化、自然を満喫できる体験はたくさんあります。しかし、現状では、イベント等で単発的に実施したり、施設の利用者限定の体験など、だれもが体験できるプログラムが整っていないという課題があります。
　このため、各種団体と連携しながら、これら体験・交流プログラムをメニュー化するとともに、受け入れ体制を確立し、誰もが島民との交流や島の自然を満喫できるプログラムを構築しようとするものです。

【事業内容】

　既存の交流・体験プログラムで、観光客等に継続的に提供できそうなものをピックアップし、その受け入れ体制やＰＲ方法などについて、各種団体と連携しながら統一的なメニュー化を行います。
　また、埋もれている地域資源を活用した新たなプログラムを開発するなど、島の持つ潜在能力を引き出し、だれもが、いつでも島を体感できる魅力的なメニューづくりに取り組みます。

	施 策 ・ 事 業
	基本姿勢（取り組み主体）
	基本方針

	
	島 民
	ｻﾎﾟｰﾀｰ・
企業等
	行 政
	島 業

おこし
	暮らし

の再生

	各種団体と連携した

交流ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発
	○
	○
	○
	○
	

	
	地域資源発掘、

情報提供、

受け入れ体制確立
	情報提供、

人的支援
	開発支援
	
	


 (4) 委員提案事業
愛ランドプラン策定懇談会委員から提案のあった事業を掲載します。

愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　阿部　欽一郎　

	名　　　称
	海洋観光振興プロジェクト

	目　　　的
	・海水浴客だけでなく、ダイビング愛好者を呼び寄せることで、観光客の増加を図る。

・ダイビングスポットを提供し、海の美しさを内外に発信

・宿泊客の増加を図る。

	事業内容
	　国内あるいは東北において、自由に潜れる場所が少ない。

　漁協との話し合いの中で、ダイビングスポットを提供してもらうことで、網地島の海の美しさを観光資源として役立てることができる。夏場中心の来島者がほとんどの現状から、閑散期の解消にもつながる。

　スポットへは、漁協指定の船・立会人・宿泊は地元民宿利用ということで、一定の経済効果が期待される。

	実施時期
	年間を通じ随時

	実施期間
	年間を通じ随時

	実施主体
	網地島漁協及び組合員

	行政の関わりとして

望むこと
	　長渡漁港周辺に簡易シャワーの設置

	課題
	　ダイバーのマナー

　漁協・ダイバー相互の信頼関係

　漁協の理解

	概算予算
	　－


愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　谷中　紳太郎　

	名　　　称
	大学落語研究会全国大会

	目　　　的
	　全国的イベント開催の継続（毎年）

・石巻市・網地島を全国にＰＲ

	事業内容
	　現在中央大学落研より網地島にて合宿希望の話が進行しつつあります。本年は開催可能か調査を含めて中央大学落研の合宿の予定。そして可能であれば大学落語研究会全国大会を「網地島で」との企画もあります。

　全国大会はＴＶ朝日協賛・放映される予定です。

　現在企画、相談中ですが、実施できれば全国規模の大会が、毎年網地島にて開催されることになります。

	実施時期
	－

	実施期間
	平成１９年開催を目指す

	実施主体
	日本落語協会　担当　落語家　桂　才賀　師匠

	行政の関わりとして

望むこと
	①出場者に対する宿泊施設の確保と料金の交渉

　（島の楽校、開発センター）

②出場者に対する交通費

〔船賃の交渉（学生であり、ほとんど資金がない）〕

③石巻市も協賛の協力（賞状・トロフィーなど）

④ある程度の食事の協力（学生は自炊すると思いますが、審査員や落語協会関係者の食事、宿泊先の協力）

⑤ＰＲ

	課題
	開催検討打合せ時、市当局からも参加して欲しい。

※この企画が実施できれば、全国の大学落研が参加出場のために網地島に来る予定です。当然学生であり金銭的には余裕がありません。

※詳細は現在話し合いを陽気会理事長が進めています。

	概算予算
	　未　定


愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　谷中　紳太郎　

	名　　　称
	おいしい茶の生産「網地島茶の生産」

	目　　　的
	網地島ブランドの茶を生産企画

・松くい虫被害で伐倒された山林の活用

・１年中緑が多い島を造る

	事業内容
	　松くい虫被害で伐倒された山林は市保有林と聞きました。将来的には植林事業などを考えていると思います。調査をしないと分かりませんが良いお茶を作るのには「霧・濃霧」が必須条件と聞きました。島には６・７月と濃霧の季節があります。今後調査が必要とは思いますが、「網地島産お茶」の生産を考えました。

	実施時期
	－

	実施期間
	今後調査

	実施主体
	ＮＰＯ発足

	行政の関わりとして

望むこと
	・網地島の気候、地質が茶の栽培に適しているか調査

・ＰＲ

	課題
	・伐倒した山林の活用が可能か

	概算予算
	　未　定


愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　谷中　紳太郎　

	名　　　称
	網地島潜水許可特定区域の新設

	目　　　的
	・網地島観光のポイントの１つとする

・島内就業の促進

・この自然できれいな海を潜水希望者に開放する

	事業内容
	　網地島の海に潜水許可特定区域を設け、潜水希望者に開放する。ただし、その条件として

①使用する船は網地島漁業関係者か島民を選定管理

②潜水管理も網地島漁業関係者か島民を選定管理

③そして密漁の監視も兼ねる

※島内の船、運転、監視、など全てを島内在住者雇用が条件

	実施時期
	－

	実施期間
	潜水可能期間

	実施主体
	・小型船舶組合

・漁協　　・ＮＰＯ発足

	行政の関わりとして

望むこと
	①漁協などとの交渉

②ＰＲ

	課題
	①漁協の理解が必須

・船の運転、監視も島民であれば問題はないと考える。

※この許可を頂ければ年間相当な人がダイビングに島を訪れると思います。島民に与える利益も大きいと考えられます。

	概算予算
	　未　定


愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：白岩　準司　

	名　　　称
	鹿牧場の設置

	目　　　的
	　牡鹿半島、金華山は野生鹿の棲息地として知られている。半島部では年間数百頭の鹿が淘汰されている。それらの鹿を食用にするため生捕りし、一頭一頭検査し、食肉に供する間、島に一時的に牧場を作りそこで飼育する。

	事業内容
	　野生鹿を駆除し、焼却するのはもったいない。その間、島の牧場で短期間飼育し、観光と鹿料理を提供する。鹿は一頭いくらで牧場に払い下げる。

　鹿肉は、8,000～4,000円／１㎏で全国に売れる。

	実施時期
	－

	実施期間
	－

	実施主体
	民間の希望者

	行政の関わりとして

望むこと
	　牧場の作成

	課題
	　鹿牧場は何も島でなくとも良い。旧北里大の実験場でも良いが、それでは島の目玉がなくなってしまう。

	概算予算
	　市有地を利用すれば、柵代だけ。あとは管理棟と電気、水道の引込料くらい。


愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　白岩　準司　

	名　　　称
	浜の店（Beach　Shop）

	目　　　的
	　島の特産物の販売、加工

	事業内容
	　４月～１０月ころの期間出店

　出店場所は網地の白浜海水浴場

　島の近海漁業で採捕される魚、貝類、海藻類の展示販売、加工

	実施時期
	毎年４月～１０月末

	実施期間
	毎年４月～１０月末

	実施主体
	網地島漁協、網地島行政区、石巻市

	行政の関わりとして

望むこと
	　魚介類等の生き物の保存施設の設置及び魚・貝・ウニ・海藻類の加工場の建設費用への公費助成

	課題
	　公費助成は可能か。

	概算予算
	　5,000万～１億


愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　白岩　準司　

	名　　　称
	Special　Village　for　old　ages

	目　　　的
	1. 島の人口増確保

2. 雇用促進

3. 島の特産物販売（海藻、魚貝類、加工品）

	事業内容
	　網小医院を核として、第二の人生又は老後を離島という環境で暮らしたいと考える高齢者の特別村落、アパート、一戸建て等住宅、娯楽施設、浴場、売店、図書館、老人ホーム、野菜、花を自家栽培出来る耕作地・遊歩道、公園の設置、介護施設運営管理のために働く人の住宅設置。

	実施時期
	通年

	実施期間
	通年

	実施主体
	網地島行政区、石巻市、民間デベロッパー

	行政の関わりとして

望むこと
	　実施主体組織づくりの推進役

　事業に対する公的資金の投入

　公有地、私有地の借り上げの調整

　遊歩道、公園の設置に対する公費補助

	課題
	1. 資金づくり

2. 私有地の借り上げと用途変更

3. 被雇用者の住居の確保

	概算予算
	　－


愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　白岩　準司　

	名　　　称
	島の楽校の高度利用

	目　　　的
	　島の楽校の運営は、市の牡鹿総合支所（教育委員会牡鹿事務所）によっていて非常に非効率的であり、利用日数も年々減少していると聞く。それをもっと広範囲から集客し、黒字化させる。

	事業内容
	　客の受付、施設の宣伝等、運営を一切管理人に任せる。運営が黒字にならなければ、管理人等に対する報酬は無料とする。

	実施時期
	通年

	実施期間
	－

	実施主体
	管理人（又は管理をする団体）

	行政の関わりとして

望むこと
	　公租、電気、水道等の費用を持つ。しかし、黒字になれば、すべての経費は管理人の収益とする。

	課題
	－

	概算予算
	　０円


愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　白岩　準司　

	名　　　称
	網地島ふれあい朝市（昼市でも夕市でも単なる市でも良い）

プロジェクト

	目　　　的
	1 地産地消の流通実現により豊かな島の恵みを多くの島民が互いに享受し合える仕組みのきっかけづくりとする。

2 外来客や観光客等に対し、豊かな島をPRできる土産品の開発、提供に役立てる。

3 島内産物の販路拡大、生産拡大につなげるチャンスをねらう。

4 不用品のリサイクルにより利便性の確保、資源保護、さらには、不法投棄の防止による島内美化の推進をねらう。

	事業内容
	（1） 販売品目：法令に抵触するもの、公序良俗に反するものを除き原則自由とする。以下は例示列挙である。

1 主として島内産の魚介類、海草類等の海産物及び海産加工品等（塩辛、自家製塩etc）

2 主として島内産の野菜・根菜類、果実類、花、木等の農産物や山菜、きのこ類等の林産物及びその加工品等

3 主として島内産の種子類、苗類、肥料等

4 主として島内産の味噌類、漬物類、果実の加工品類（うめ、いちじく等の甘露煮、苺のジャムetc）

5 主として島内産のその他の食品類（まんじゅう、餅、赤飯、菓子etc）

6 主として島内産の手芸品、工芸品類（竹製品、木製品、布製品、石製品、染色、ステンドグラスetc）

7 家庭内にあるリサイクル可能な物品（書画、骨董、陶磁器類漆器類、その他日用品類、用具類etc）

（2） 参加者：島内の団体、個人を問わず、島民ならば誰でも参加可能

実施場所：長渡地区・網地地区　両方の地区で実施可能とする。

	実施時期
	年間を通じて定期的に開催する。ただし、冬期等支障のある期間を除く。

	実施期間
	当初は月１回（土・日曜日）と決めて実施してはどうか。状況を見て漸次回数を増やせばよい。

	実施主体
	1 漁協又は婦人会を実施主体とする案（土日は漁協が休日となるので無理か？）

2 上記後援のみと個人の有志を含め実行委員会を創設して行う案

（注）各地での成功例をみると婦人会の主催の後援による開催が不可欠のようである。本島でもこれがないと、ほとんど効果は期待薄ではないかと思われる。

	行政の関わりとして

望むこと
	1 ＰＲ等

2 規制等の指導と問題解決の支援（食品販売の規制法令等）

3 ゴミ処理の支援

	課題
	1 ＰＲ方法（チラシ、回覧板、島内放送等による事前ＰＲ、その他による周知徹底）

2 出店者の募集（漁協、漁師、農業者、その他の出店者への協力依頼）

3 既存小売業者の理解と協力（漁協、移動式販売業者、小売店等の商圏を侵害しない配慮）

4 開催場所、陳列台、テント等の設備の使用許可、借用交渉等

5 事前準備、事後処理、ゴミ処理等

6 衛生管理の徹底

	概算予算
	自主運営を原則とするが、チラシや看板等にかかる費用が必要


追加事業内容

1 個人のミニ朝市の常設システム創設（これについてはもう少し慎重に検討の要あり）提案事由の⑦に記載のとおり朝市は開催頻度も少なく、単なるきっかけづくりに過ぎない。従って、地産地消の効果を高めるためには、日常活動の中にこれを折り込む必要がある。そこで、待合室の掲示板に朝市欄を設け、生産者が自由に収穫物の品名や値段等を張り出し掲示できるようにしておき、それを見て買い人は生産者宅へ行き個別に購入できるようなシステムを作る。

資料

1 島内には生鮮食料品店がなく移動式の週１回程度やってくる業者に頼るだけ。あとは魚も野菜も自給自足、知人同志でのやりとりが一部存在するだけで、流通機能は全くない。（お金を出しても買うところがない）

2 島内での地産、地消がもし軌道に乗れば、生産手段を持たない家庭、特に老人や新しい島民等にとってはより豊かな食生活が確保され、おおいに助かることになる。

（注）今の状態では、都会生活に慣れた新しい移住者の誘致は困難と既移住者は語る。一方生産者にとっては既存の市場に出荷するのと異なり、一定の規格や量を確保する必要は全くなく、例えば曲がったきゅうりや寸足らずのナス、不揃いのトマトでも、数尾の雑魚でも構わず出品が可能となるわけで、これまでのように、自宅で消費しきれない収穫物は知人に分けたり、島外の親戚縁者に送ったりする以外に新しい販路が開け、状況に応じて増産体制をとることも可能になるかも知れないのである。

3 消費者にとっては生産者の顔が見える安心感、生産者にとっては消費者に喜んでもらえる充実感や満足感、あるいは作り甲斐を感ずることができるだろうし、相互の信頼関係や連帯意識を高めることに役立つはずで、これが契機となってこれからの島おこしの大きなエネルギーとなれば期待するところである。

4 島内にはかくれた名人や達人が多く存在する。例えば味噌作り名人や漬物名人、それぞれ家によって、人によって異なる美味の匠であったり、食料品以外にも手芸品や工芸品の領域まで多土済々である。そうした作品もできる限り多くの人に知ってもらい、利用してもらえる機会を作りたいのである。

5 釣客や海水浴客、帰省客等いろいろ島外から訪れる人がいるが、島の豊かさをPRできる土産品が見当たらないとの話を聞く。僅かに漁協に海産物や加工品が用意されてはいるが、張紙だけではよく分からないし、気をひかない。朝市は新たなる土産品の開発、提供の見本市と考えればよいのである。

6 都会ではスーパーやホームセンターで必要なものはいつでもすぐにそろうが、島では全く購入不可能である。止むなく不用となった物は、他の用途を探し活用を試み、なお使い道がなくとも将来何かの役に立つかも知れないととっておく。それでも不用となった物でも他の人にとって使える可能性が残されているかもしれない。島内でリサイクルができて利便性が満たされ、かつ資源保護に役立ち、なお、不法投棄の防止、ひいては島内の美化に貢献できればとの考えで出品を促したいのである。

7 朝市は開催頻度も少なく地産地消のきっかけづくりにすぎない。したがって、軌道に乗せるためには、これを日常活動の中に折り込む必要がある。そこで待合室の掲示板に朝市欄を設け、生産者が個々に収穫品の品名や値段等を掲示できるようにし、それを見て買いたい人は生産者宅へ行けば買えるようなシステムを作ってはどうかと考えている。いわば、個人のミニ朝市である。ただし、これについてはもう少し慎重に検討の要あり、参考例としたい。
愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　阿部　勇太郎　

	名　　　称
	移住者を受入れる空家対策

	目　　　的
	　離島の過疎化解消

	事業内容
	　離島の過疎化は高齢者世帯を中心に田代島でも毎年３～４世帯が本土へ移住して行く。これから益々増えてくる傾向だ。

　反面、田代へ移住（定住）してくる家族も近年多くなっている。受入がスムーズに進めるようPRや窓口の取扱い拡充が必要である。

	実施時期
	年中

	実施期間
	年中

	実施主体
	行政（石巻市及び仁斗田区）

	行政の関わりとして

望むこと
	　ＰＲ等と取次窓口に市も積極的に取り組んでほしい。

	課題
	　空家は各個人所有なので、売買に応じるか話し合い必要

	概算予算
	　－


愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　平塚　敬市郎　

	在籍戸数　４２戸　　　　　　　　空き家（修理可）　１５戸

在籍人数　７４人　　　　　　　　廃屋（修理不可）　１０戸

常住人数　６３名

籍なし在住　３名　　　　　　　　季節在住　　　　　　８戸

在籍不在　　９　　　　　　　　　６０歳前半～３０歳代　９人

　　　　　　　　　　　　　　　　お墓あり　　　　　１９戸（２３戸は、墓を市内に移転又は

墓地購入済）

来島予定　　１名（仙台市　５６歳　大手会社早期退職　小漁師をやる、土地購入済、新築予定）

	年齢などを考慮した５年後の在島予想　　　－）±１５戸

　　　　　　　　　　　　　　残戸数　　　　　±２７戸


集客施設の、マンガアイランド、自然教育センター、ポケットビーチ等の休廃はとりざたされている現状を見るに。

　現在の施設等の効率ある運用を考えるべきであって、上表の通りの状況では、これから先の新規事業の展開は考えられない。

　イベント等の企画も良いが、島のことについては、島民の意思が主体となるべきであるが、島民の年齢層からして追いついて行けない行動力であるので、一部の人だけに負担がかかる。

　１～２人であるが、島に住もうとして来ている人もあるのだから５～１０年後には、無人島になるなどと大袈裟に言う人もあるが、無人島になることは絶対に無いと信じる。住みたくて来たい人もあるのだから騒ぐことはない。

　西暦１１００年には７戸、昭和３０年代の１０００人までに、ほぼ８００年もかかっている。時代の状況も変化することだが、これから落ち切るのか、ある程度落ちても盛り上がってくるのか、誰にも断言できないことだ。

　しいて言えば、田代島は、裕福過疎と思われる。介護、医療の問題に重点を置くべきであって、新規の事業展開については心ある人々が考えて行動することに任せることで良いと思うし、それが原点と思う。
愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　日下　啓一　

	名　　　称
	田代島産「カキ」のブランド化

	目　　　的
	　品質・味ともにレベルの高い田代島産カキのブランド化を図る。

	事業内容
	　現在の販売体制だと、県漁連が一括管理を行っており、「田代島産」を前面に出すことができないため、田代島のカキを消費者に直接小売できる体制を構築させ、ブランド化の促進を図るもの。

	実施時期
	－

	実施期間
	カキ蠣販売期間中

	実施主体
	田代島牡蠣生産者等

	行政の関わりとして

望むこと
	　ブランド化確立のための支援

	課題
	　生産体制の確保

	概算予算
	　－


愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：　安倍　友一　

１．ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）の設立

今後の地域づくりは、行政主導型から住民主導型へ、変わっていくものと思料されますが、そういった環境の中で、様々な地域づくりの事業に実効性を持つものがNPOです。

NPOは、各地域や需要により様々な形態や目的を持っていますが、網地島におけるNPOの目的は一つ、「島に住む者の（今後住もうとする者も含む）幸福、ここに住んでいて良かったと思える地域作りを住民・関係者自らが推進する。」ことだと思います。
ＮＰＯ活動方針

· 活動の結果、島の住民に幸福感を残すものでなければならない。

· その活動は、島出身者のUターンや、良質なIターン者を生み出す原動力になるよう、魅力的なものでなければならない。

· 永続的な活動を可能にするため、経済活動をともない、自立できる組織でなければならない。

· 活動内容は、参加する人たちに単なる無報酬の御手伝いを強いることなく、必要な人件費等支払後に、以後の活動の基金等が残る事業を起こさなければならない。

ただし、参加者がその得た報酬をNPOに寄付することを妨げない。

· 島内の限りある民力活用のため、個々の事業は、無駄やロスを避け、次の事業につながる「物」を残すことを心がける必要がある。

· 一部の偏った人間にのみ有利な活動であってはならない。

ＮＰＯ機構 

· 網地島地区コミュニティー推進協議会が中心となり、県や自治体の指導援助を受けながら、設立することが適当と思われる。

· 事務局は、現存し事務処理能力を持つ機関または個人に委託することが経費面、確実性、迅速性に優れるものと思われる。

ＮＰＯ具体的進行方法

・中心となるべき組織との話し合い。

網地島地区コミュニティー推進協議会を中心に、賛同する個人・法人・団体が協議し、これを設立する。

・全体（県・自治体も交えた）の協議会開催

組織の確立

　 事業の確定

　 事務局の決定

ＮＰＯ具体的事業案

①　アイランドセラピー：癒しの島・健康づくりの島。
島民にとって、現在最重要課題は「網小病院」の存続であり、今後の島の盛衰を握っているといっても過言ではない。
　　このためには、今後益々逼迫する自治体の助成等に対処するためにも、本医院の経営状態を良くし、永続的かつ高度な島内医療を自ら確保していくことが重要である。

本NPOは、本医院への何らかの支援協力母体となるべきと考える。

　　関連して考えられる事業として、

＊癒し体験コース：　入島直後、病院で人間ドック並みの検査を行い、様々な島内体験メニュー完了後、離島直前に再検査を行って、その癒し効果を実証する。

· 長期療養コース：　長期の療養滞在者（病院･貸し別荘･民宿）のために、NPOは有償で支援を行い、その回復のお手伝いをする｡

本事業については、宮城県・石巻市・その他行政の支援が不可欠であり、NPOは、病院存続に最大限の努力を払うことが必要である。

· 栄養サポートチーム　　
経口栄養は、人体の免疫組織の５０％が集中する小腸の突起を活発にさせ、体全体にいきわたり免疫力を高める。～院内感染減少　　　
・一般患者の入院期間の短縮～ベッドの回転率が向上する～病院の増収、保険料収入増加。　

・尾鷲総合病院　静岡赤十字病院～評判が上がり、一億以上の増収
・網小医院においては、アイランドテラピーにこれを活用し、癒し・健康栄養指導・長期滞在・リハビリ等、本土からの中高年特に団塊の世代を夫婦で受け入れる。

　・この施設面の強化策としては、医院に隣接し現在使用されていないコミュニティーセンターを国の補助事業を活用し、必要な整備を行う。

②　網地白浜バリ化計画の推進

白浜地区は、昔日の子供会中心の海水浴場から、若者のビーチへと変貌しつつある。

そこで、これをより効果的に推進するため、今若い女性に最も人気の高いインドネシアのバリ島を手本に、網地白浜周辺を、特に仙台市をターゲットに、ハイカラなビーチ作りを推進し、もって島全体のイメージアップを図り、夏のみならぬ良質な観光客の誘致、ひいてはアイターン・Uターン者の増加をもたらし、島の経済活性化を図る。

良い環境のビーチは、これまでと異なる良質で、高消費の観光客を呼び、同時に、これまでのマナーの悪いといわれる海水浴客さえも良質な観光客に変化させ得る。

昨年夏より、網地島ラインでは、網地白浜海水浴場に、海上すべり台やペダルボートなど人気の高い遊具を設置するとともに、高級感のあるビーチグッズを取り揃えてリゾートムードを盛り上げ、仙台市営地下鉄・仙石線などでPRを実施した。

その結果、飛躍的に増客し、周辺の海の家にも多大な経済効果をもたらしたことより、本計画の実効性は高いことが証明された。

今後、離島振興策としてより効果を上げるため規模拡大を図るべく、自治体等の援助を要する。

本件については、網地島ラインの本来の事業ではないので、NPOがこの遊具を網地島ラインより譲り受け、貸し出して収入源とする事業も、本年実績より勘案すれば充分に成り立つと思われる。

更に南国ムードを盛り上げるため、白浜に島内に自生するシュロを移植し、好評を得ているが、もっと大規模なシュロの林を形成できれば、更なるPR効果が期待できる。
③　海水浴場後背地の旧番屋跡地の活用
漁協又は地元コミュニティーグループが運営するバーベキューハウス（厨房以外は小屋又はテント、出来ればシュロぶきの東屋にして南国ムードを醸成）を設置すれば、四季を通じ誘客でき、地産地消を推進し、鮮魚等の小売により漁業者の高付加価値化を実現し、漁業の発展にもつながり、NPOの資金作りも出来る。

また、島内の海の家・民宿など希望者に貸し付ければ、芋煮会の「海版」やハイキング・釣などの昼食の場として、観光期間延長にもつながるなど、あらゆる場面で島の活性化に役立つ。

④　Uターン・Iターン支援事業

現在、島には多くの移住者が居り、現住者と比較すれば、「若手」であり、都会育ちの彼らが、島内における重要な役割を担いつつある。

　　例えば巡航船の代理店や、海の家の開設・その手伝い、後継漁業者として、無くてはならない存在になりつつある。

　　今後のNPOの中心的役割を果たしていくことになると思われ、且つ今後移住する人たちも同様である。

　　ここに必要なのは、土地建物を購入し移住しやすい、または空家などを期間利用したい人たちへの、安心して活用できる窓口の存在である。

　　NPOは、この存在となり得、物件の紹介・改装業務、期間利用者に対しては有償の管理業務、食料供給業務などを事業化できる。

　

5 島のスーパー：島内に既存店集約型のスーパーを開設。
　・現存する商店が共同し、産直スーパーを開設する。

　・小漁師の漁獲物や住民の作った農産物の仕入販売

⑥その他観光事業

・現在網地浜地区から出ている「地引き網」体験は、子供達にとっても魅力的なメニューであり、前記の「芋煮会」との組み合わせで、有償で誘客可能なプログラムとなりえる。

　  本件については、網地島漁協・婦人会などの協力が必要となろう。

　・象徴的な宿泊設備を有し、子供の多く集まるマンガアイランド(田代島) は、半面簡単に食事が出来ず、又大規模な海水浴場がない。

この連携・相互補完のため、前記の網地島における各プログラムと連動させれば、両島の集客力は飛躍的に増加する。

・宝くじ補助により、設置されているシーカヤックを組み込めば、より魅力的な島内プログラムになる。

２． 観光名所等の顕現・利活用
島内で際立った風景を持つ場所を、行き易くしたり、若干の手を加えて名所化し、強くＰＲする。

【候補地】

· 長渡どわめき崎につり橋を渡し、安全にスリルを楽しませる。

· どわめき崎を朝日の岬、網地　立が崎を夕日の岬としセットで売り出す。

· 田代島においては、マンガアイランドのロッジが二棟のみであり、テントサイトは、雨天の際に使いにくいので、気仙沼大島のキャンプ場のように、高床式（板張り）とし、シーズン中は常設とすれば、収容人員が飛躍的に増加し、食材の供給などもしやすくなり、島内産業の活性化にもつながるものと思われる。

· 田代島～ニャンニャン島
猫の多さで知られる同島の知名度を、マスコミのベースに載せて全国的なものにし、全国から猫好き人間を集め、猫を通じた交流人口増加を図る。　

現在既に同島郵便局長を始め網地島ライン職員や島民が手作りで猫神社、案内看板等の制作を開始している。

· 昨年・本年と有名釣具メーカー主催の釣大会が開催されていることから、今後両島を、磯釣りのメッカとして発展させ、何らかの経済活動へ結びつける素地があるので、研究すべき。

· 平成３年7月　過疎化を憂慮し開催された「味の島祭」において建立されたベーリング像は、網地島の大きなシンボルとして、その後、県漁港事務所の手により「ベーリング公園」として整備された。

網地島の誇り高い島民性、歴史のシンボルとして、前述のバリ風ビーチと組み合わせても整備し、活用するため何らかの広報手段を取る必要がある。
愛ランドプラン事業提案書

委員氏名：松崎　正俊　　　　　

	名　　　称
	離島体験・交流ツアー

	目　　　的
	団塊世代の大量退職を目前に控え，都市住民を中心に人々のふるさと回帰志向が非常な高まりを見せている中，様々な体験・交流ツアーを通して島の魅力を広くＰＲし，島への入込客の増加や将来のＵ・Ｉ・Ｊターン促進を図る。

	事業内容
	島内で実施可能な体験・交流プログラムを組み合わせてイベント化し，一般公募により参加者を集め，ツアーを開催する。また，過去に参加した人はメーリングリスト等によりデータ管理し，随時情報提供を行うなど，開催後のフォローアップも併せて行う。

【プログラム例】

植樹，ウォーキング，交流会，釣り，マウンテンバイク，星空観察，島内散策，漁業体験　等

	実施時期
	通年

	実施期間
	平成１９年度～

	実施主体
	島民（ＮＰＯ，地域づくり団体等），石巻市，宮城県

	行政の関わりとして

望むこと
	実施主体の中心は島民とするが，市及び県も人的，物的両面において可能な限り側面支援を行う。

	課題
	1 関係者の意識統一（事業の必要性，島の将来像）

2 島内受入態勢の整備（ハード，ソフト，人）

3 情報の整理，発信（ホームページ，ブログ等の活用）

4 行政の支援体制の確立（人的，物的）

5 旅行業法上の取扱い（内容によって同法に抵触する虞あり）

	概算予算
	１５０，０００円（平成１８年度県事業実績）

※内容，手法等によってはゼロ予算でも実施可能



（敬称略）

	
	地 区 等
	委員氏名
	役　　職　　等

	１
	網地島
	阿部　欽一郎
	市議会議員

	２
	網地島
	阿部　清
	網地島漁協組合長

	３
	網地島
	阿部　友夫
	長渡根組行政区長

	４
	網地島
	阿部　信夫
	長渡中小路行政区長

	５
	網地島
	桶谷　敦
	網地浜行政区長

	６
	網地島
	阿部　文男
	久丸船長

	
	
	白岩　準司
	あじ朗志組事務局長

	７
	網地島
	谷中　紳多郎
	医療法人陽気会網小医院　副看護部長

	８
	田代島
	阿部　頼男
	田代島離島振興委員長、石巻地区漁協田代浜支所長

	９
	田代島
	平塚　敬市郎
	仁斗田行政区長

	10
	田代島
	津田　隆雄
	大泊行政区長

	11
	田代島
	阿部　啓蔵
	元田代浜漁協組合長

	12
	田代島
	阿部　勇太郎
	仁斗田行政区副区長、田代会会長

	13
	田代島
	日下　啓一
	ＮＰＯ法人ひょっこりひょうたん田代島事務局長

	14
	航路事業者
	安倍　友一
	網地島ライン株式会社　代表取締役社長

	15
	宮城県
	東海林　清広
	宮城県石巻地方振興事務所　地方振興部次長兼企画員

	
	
	松崎　正俊
	〃　　　　　　〃　　　地方振興部主幹兼企画員


※ 第３回懇談会以降、体調不良により阿部文男委員が白岩準司委員に、県人事異動により東海林

　 清広委員が松崎正俊委員に、策定懇談会委員を交代


	時　　期
	会 議 等
	内　　容

	平成17年12月 2日
	第１回策定懇談会

（於：市文化センター）
	業務スケジュール確認、各種資料提供

	平成18年 1月30日
	第１回庁内連絡会議
	策定方針・骨子案確認

	　　　　 2月 6日
	第２回策定懇談会

（於：田代島）
	骨子案提示、意見交換

	　　　　 3～ 4月
	網地島島民アンケート
	網地島島内330戸に配布（回収 193票）

	　　　　 4～ 5月
	離島振興施策に関する

庁内の協議・調整
	

	　　　　 6月19日
	網地島住民意見交換会
	アンケート結果説明など

	　　　　 6月22日
	第３回策定懇談会

（於：網地島）
	離島振興施策提示、意見交換

	　　　　 7～ 8月
	策定懇談会委員からの

提案事業の募集
	

	　　　　 9月 7日
	第４回策定懇談会

（於：田代島）
	提案事業紹介、意見交換

	　　　　 9～10月
	提案事業に関する

庁内の協議・調整
	

	　　　　10月30日
	第５回策定懇談会

（於：網地島）
	「愛ランドプラン(案)」検討、意見交換

	　　　　11月29日
	田代島住民意見交換会
	「愛ランドプラン(案)」説明、意見募集

	　　　12月1日午前
	網地島　網地地区住民意見懇談会
	　同　上

	　　　12月1日午後
	網地島　長渡地区住民意見懇談会
	　同　上

	11月22日～

12月15日
	パブリックコメント
	同　上

	　　　　12月22日
	第２回庁内連絡会議
	「愛ランドプラン」最終確認

	　　　　12月26日
	第６回策定懇談会

（於：市文化センター）
	「愛ランドプラン」最終確認

	　　　　12月27日
	市長報告
	



・全国でも珍しい猫神社を、全国の猫ファンの詣でる神社、招き猫の商売繁盛で詣でる神社に育てる


・瀬戸内海の「犬島」と連携・協働の取り組みを進める





・漁師料理や家庭料理の料理読本を作成するとともに、マンガロッジや民宿等でのメニューに取り入れる


・さらに、島の漁師料理や家庭料理を特産品として加工・商品化していく





・現島民の子ども時代の島での遊び暦と地図の作成


・来島者が磯遊びできるよう磯開放のルール検討と来島者を対象とした体験プログラムの開発





・網地島における鳥の種類や数、時期、場所等野鳥観察に関するデータの収集・構築・情報発信と、観察会等イベント開催による愛好家の島への呼び込みを図る





・ゲーム的に楽しみながら、島内をクイズ等で巡るラリーや肝試し的なポイント巡りなどのウォークラリーコースを設定するとともに、このコースを使用した各種イベントを開催する





・夏の網地島をヤマユリ（旧牡鹿町の花：ユリ）で飾る


・このためには盗掘禁止が必要であり、その対策として島内にヤマユリの里を一箇所設置・整備する





・釣りの体験学習や野鳥観察、金採掘探検、カヌーづくりと海洋体験、清掃ウォーク、浜トレッキングなど、網地島全体ときれいな海を利用した子どもから大人も楽しめる自然型冒険探検ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成する





・子ども～大人の幅広い世代を対象に、網地島、田代島及び金華山３島の豊かな自然を活かした自然体験学習プログラムを作成する





・「島の楽校」の利用目的を教育・研修活動だけでなく、一般成人の体験拠点等としても利用できるよう、ハード（施設の改修等）・ソフト（公設民営食事サービス等）面を見直し、施設の高度利用を促進する





▲親子で


刺し網に挑戦


（田代島）





▲シーカヤック


体験


（網地島）





優れた自然環境と地域資源を活かした「通年・周遊・滞在型」の観光を目指した取組みを行うとともに、外部に対しての情報発信を的確に行うための情報整理や受け入れ体制の構築を行います。





・魚介類や野菜類等の島内での地産地消の仕組みづくり、観光客等に対する島のＰＲ、島内産物の販路及び生産拡大に向けて、漁協の協力の下、網地島で定期的に「市」を開催する





・網地島に来ても島の特産品が買えないという観光客のニーズに応えるため、多くの観光客が島を訪れる4～10月の期間、白浜海水浴場に網地島近海で捕れた魚介類を展示・加工・販売する店を出店する





・網地島で暮らしながら、来島者に対する各種生活支援サービスの便宜や、Ｉ・Ｕターン者に対する定住する家のあっせん等を行う、島内定住化促進のための新たな職業を起業化する





良質な水産資源を活用した地域性のある特産品の開発を進めます。


１次産業との連携を図りながら、活気のある島づくりを推進します。





・ウニ・ナマコ・各種魚介類の漁業・漁業暦を作成する


・市やＮＰＯのホームページ等を利用し、田代島産各種魚介類の受注・販売の促進を図る





・美味しい田代島のカキの地域ブランド化を図り、島の特産品として販売する


・カキ養殖暦の作成とカキ養殖の振興による新規就業希望者（Ｉ・Ｕターン者）の受け入れ体制を整備する





・「宮城県水産振興ビジョン」に基づく、良好な海洋環境等の保全と創造（藻場、干潟の保全と修復及び劣化漁場の機能回復の促進）の取組みを進める





・松くい虫で伐倒された山林跡の活用と「霧・農務」が多く発生する網地島の特性を活かし、おいしい網地島茶を栽培し、一年中緑が多い島をつくる





・夏野菜は素人でもできることを考慮し、野菜歴を作成し、田代島の島内で、マンガロッジや自然教育センター、民宿での消費用野菜として、夏野菜を栽培する





・昔は稲穂や菜種が実る黄金の島だった田代島の島内に一箇所モデル的に水田と菜種畑を再生する


・将来的には「菜の花プロジェクト」を展開する





▲網地島での植樹





▲田代島仁斗田漁港





基幹産業である水産業の生産性向上と経営安定を目指し、国の各種補助制度等を活用した生産基盤整備と資源管理型漁業の推進を図ります。





・田代島郵便局長が現在行っている「ふるさと通信」のファックス通信に加え、インターネットでも配信支援し、若い世代のネットワークの拡大にも取り組む





地域イントラネット基盤整備事業により構築した「光ファイバー網」の有効活用を図るとともに、携帯電話の通話可能地域の拡大に取り組みます。





「網地島住民バス」


長渡・網地の両集落を結ぶ住民バス。


100円～200円で、島を縦断できます。


網小医院への通院などに利用されているほか、夏場は観光客や島の楽校の利用者などの利用も多くみられます。








各島の生活道路の維持・改善に努めるとともに、網地島においては、現在運行中の市民バスの運行を継続させます。





▲カーフェリー「マーメイド」





▲高速船「ブルーライナー」





島民の高齢化に対応した定期船のバリアフリー化及び高速化、船着場等の周辺環境整備を進め、利便性の向上を図るとともに、航路事業者の安定的な運航支援を行います。





２　島づくりの分野別計画





基本方針１


生計を立て、島外から人を


呼び込むための 島業おこし





基本方針２


安心・安全な島での生活環境を


確保する 暮らしの再生











基本姿勢１


島民の積極的かつ主体的な取組みを基本として島づくりを進めます





基本姿勢３


島民とサポーターが進める島づくりへの行政支援の充実・強化を図ります





基本姿勢２


島づくりの新しい力となるサポーターや移住者の発掘・育成に努めます











島づくりの基本姿勢と基本方針





島民の皆さんの積極的かつ主体的な取り組みと、行政・ＮＰＯ・島出身者等島外からの支援体制の充実・強化の下、島づくりの基本姿勢と基本方針を以下のように掲げます。





島を訪れる観光客：四季を通じて楽しめる、また来たくなる島





島外からの移住者：安定した暮らしを営める、住んでみたい島





現在の島内居住者：安心・安全に暮らし、住みつづけたい島





現在島に暮らす人々、今後島外から移住してくる人々、そして、島を訪れる観光客、それぞれの立場から、網地島及び田代島では以下のような将来像の実現を目指します。





島づくりの将来像





ゆったり・のんびり 田代島





やすらぎと冒険の島 網地島





島ならではの暮らしを続けられ、これを次の世代へと引き継いでいける
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～ 網地らしい島づくり、田代らしい島づくり ～





海と自然の恵み豊かな「網地島らしさ」と「田代島らしさ」を守り、活かしていくとともに、２つの島の連携を図りながら、次の基本理念に基づき、これからの島づくりを進めていきます。








基　本　理　念





１　島づくりの基本目標





島に適した情報流通の土台構築（ホームページ、ﾌｧｯｸｽ、口コミなど）


→ＩＴとアナログメディアを併用した、島に適した情報流通の整備





時代に適応したサポーターの形成（Ｕ・Ｉターン者やその予備軍など）


→これからのしまづくりを担う島外からの移住者の人材発掘と育成





島外サポーターの形成（島出身者をはじめとする地縁者・血縁者など）


→しまづくりに対し、島外から効果的な応援を行う支援組織





仲介サポーターの形成（研究機関、シンクタンクなど）


→サポーターの中核となる住民・ＮＰＯ・行政の効果的な連携を促進





島内サポーターの形成（離島振興委員会、自治・行政区会など）


→しまづくりの前提としての「島の主体性＝自立性＝内発力」を確立





しまづくりの具体的展開に向けたシステム（しまづくりサポーターシステム）





振興の基本方向２


暮らしの再生








振興の基本方向１


島業おこし





島は先祖からの預かりもので、自分たちの世代で使い捨てにしてはいけない。


これから後に続く人がやりやすいよう、負担をかけないよう、みんなでしまづくりを…





田代島振興の基本方向





廃島化の危機





漁業の担い手・後継者不足





カキ養殖や近海漁業を主体とする基幹産業の漁業は、担い手の高齢化と後継者不足で将来的な継続の見通しが立たない状況





医療福祉の充実と利便向上





島に住み続けるためには医療福祉の充実が不可欠であり、加えて巡航船のダイヤ・料金見直し等による利便性向上が重要





人口減少と島民の高齢化





島内に働く場がないため若者の島外流出が進み、加えて島外からの移住者を拒んできたため、人口が減少し、高齢化が進行





しまづくりサポーターシステム





田代島が抱える課題





【 田代島振興の基本方向 】








これまで網地島の観光は、離島という自然の豊富さを売り物にしてきたが、今後は、このイメージを大切にしながらも、新しいニーズに対応した観光イメージを創り出すことが重要である。


観光客にとって網地島は、夏の海水浴というイメージが強く、これをさらに「海・漁業・環境・体験」など様々な方向に発展させ、多種多様な活動がシーズンを超えて楽しむことのできる島を目指す。





網地島は、海・山の自然資源と離島ならではの魅力を有している。さらに、三陸沖の好漁場を至近に控え昔から漁業で生計を立ててきた島であり、豊富な水産資源は観光面からみても「食の魅力」に直結するものである。


こうした海を中心とした自然資源、観光的な魅力がちりばめられた島の資源をつぶさに見つめ直し、また様々な角度から見直すことにより、観光資源の充実を目指す。





基本方針－１


漁業と観光の連携のもと


海をテーマに新しい


観光イメージを創出する





基本方針－２


地域の資源を見つめ直し、


様々な角度から見直し、


観光資源として活用する





【 観光振興の基本方針 】





基幹産業である水産業の生産基盤等の整備を進め、新たな雇用の場の創出やＵＪＩターン等による定住人口の確保を図り、住民が生きがいと安らぎをもって生活できる魅力ある地域社会の形成を目指します。





恵まれた自然環境と漁業資源の生態系を維持しつつ、住民を主体にＮＰＯをはじめとする各種団体や行政等との協働により、本土では体験することのできない「癒しの空間」として演出し、交流を促進します。





南三陸金華山国定公園に属する優れた観光資源を活かしながら、本土と網地島、田代島及び金華山間の役割分担を行い、観光ルートとしての広域的連携及び周遊化を進めます。





本土とを結ぶ航路体系の拡充や周辺施設整備等を進め、住民の生活利便性の向上を図ります。





【 計画の目標 】



































４　島づくりにかかわる既往計画





【 回答者の年齢 】





【 網地島島民が考える今後の重点施策（複数回答）】





【 島外サポーターに望む手伝い（複数回答） 】





【 空き家や空き地（耕作放棄地）の利活用 】





【 子どもや孫の島外移住の理由 】





【 子どもや孫の島外移住の有無 】





【 回答者の年齢 】





３　島づくりにかかわる島民意向





２　網地島及び田代島の現状と課題





１　網地島及び田代島の概要





島づくりの重点事業





島づくりの推進体制





事業実施プログラム





島づくりの行動計画





教育･文化･交流





医療・福祉





生活環境





産　　業





交通・通信





島づくりの分野別計画





基本方針





基本姿勢





将来像





基本理念





島づくりの基本目標





愛ランドプラン





田代島島民アンケート


（平成16年度）





網地島島民アンケート


（平成17年度）





教育・文化・交流





医療・福祉





交通・通信





生活環境





しまづくりサポーター育成支援調査





牡鹿町観光振興計画





産　　業





島の概要





宮城県離島振興計画





既往計画





島民意向





島の現状と課題





網地島の島民の皆さん





３　島づくりの行動計画





【 分野別計画の施策・事業一覧（再掲）】





・島内で実施可能な体験・交流プログラムを組み合わせてイベント化し，一般公募により参加者を集め，ツアーを開催する。また，過去に参加した人はメーリングリスト等によりデータ管理し，随時情報提供を行うなど，開催後のフォローアップも併せて行う。





▲網地島冒険学校





▲田代島マンガランド（ロッジ）





水産業を交流の基本に、教育や観光も視野に入れた住民の知識・経験が活かせる交流プログラムを策定するなど、高齢者の生きがいづくりを含めた、多様な主体による地域間交流を促進します。





・獅子舞や江戸時代の豪商平塚八太夫の倉等、田代島の暮らしの行事、祭り、芸能の暦・地図を作成する


・来島者を対象とした島の文化・芸能体験プログラムの開発





遊び学べる癒しの空間として、「島の楽校」及び「自然教育センター」を有効活用し、住民と児童・生徒の交流を促進するとともに、今日まで継承されてきた歴史的・文化的財産については、利活用を図りながら継承していきます。





・網小医院を核として、第二の人生又は老後を離島という環境で暮らしたいと考える高齢者のための特別村落（住宅、野菜や花の耕作地等）と介護施設運営管理のために働く人の住宅を整備する





・島民で「手伝って欲しい人」と島外サポーターで「手伝える人」のマッチング組織を結成し、マッチングマトリックスを作って具体的な島民の生活支援に取り組む





住み慣れたふるさとで健やかに生活できるよう、保健・福祉・介護のサービスの充実と強化を図ります。





・島内医療の拠点であり、島づくりには欠くことのできない網小医院の経営支援策として、ＮＰＯが主体となって、島の「癒し体験」や「長期療養」、「栄養サポート」などのアイランドセラピーを運営する





住民が安心して生活できる環境を維持するため、田代島診療所の運営と網小医院へ助成を継続するとともに、夜間や緊急時の連絡体制の強化や搬送体制を確立します。





・「島に住む者（今後の移住者を含む）の幸福、ここに住んでいて良かったと思える地域づくりを住民・関係者自らが推進する」ため、網地島地区コミュニティー推進協議会が中心となってＮＰＯを設立する





・網地島や田代島に住みたい人は多いのに、空き家を売って（又は貸して）もらえない人が多くいることに対応し、空き家を活用したＩターン者受け入れの取組みやＵターン者の帰島プログラムを作成する





・長期滞在者やＩターン者が、網地島の生活リズムに合わせてスローライフ（ゆっくりと時間を過ごしながら、人間性を取り戻す生活）を満喫できるような環境整備を進める





住民が気軽に集える場として、各施設の適正な維持管理を行っていくとともに、地域主導のイベント開催の支援などコミュニティー活動の促進を図ります。


人口減少と高齢化が進む中で、引き続き、地域のコミュニティーを維持していくため、島内の空き家を有効に活用し、移住希望者の受け皿づくりを進めます。





災害時における情報の収集、整理を的確に行い、住民が求める物資等を関係機関の協力の下、速やかに行える体制を構築するとともに、島民が安全・安心に暮らすことのできる環境整備や支援体制の強化を行います。





・廃食用油を回収・精製し、ディーゼル燃料や発電機燃料などに再加工するＢＤＦ（バイオ・ディーゼル・フューエル）の研究・製造工場を網地島に設置するとともに、これを利用した発電所を整備する





・田代島で、昔はどの家にも井戸があったことや、農業が放棄された結果、農薬・化学肥料の水質汚染が少ないと推察されることを勘案し、水系の調査と井戸のモデル的再生・利用を進める





・「三石の水」の源水は皮膚病に効果があり、うまい米を作ったことを活かし、風力で水をくみ上げ太陽熱での温泉づくりやモデル水田での水の利用によるうまい米づくりを進める





生活環境の向上と観光客へのイメージアップ、周辺海域の汚濁防止のため適正な処理を行い、循環型社会の形成に努めます。





・網地島島内で、きれいな風景を持つ場所に行きやすくしたり、若干の手を加えて名所化し、ＰＲしていく


・どうめき崎への吊り橋設置や、「どうめき崎＝朝日の岬」、「立が崎＝夕日の岬」としてのＰＲなど





・網地島漁協や婦人会の協力を得ながら、現在網地浜地区で行っている「地引き網」に「芋煮会」などを組み合わせて、より魅力的な誘客可能なプログラム（有償）を開発する





・若者等海水浴客の増加に向けて、インドネシアのバリ島を手本に、ハイカラなビーチづくりを進める


・さらに、海水浴場後背地の旧番屋跡地をバーベキューハウス用地等として有効に活用していく





・どぶろく特区の認定を受け、島の名産品として、島内でどぶろくを生産する


・島内の民宿や旅館での提供のほか、ホームページなどを活用し全国に販売する





・食害防止のため牡鹿半島で駆除されている鹿を、生け捕りにし、島に鹿牧場を作り、飼育する


・鹿牧場での観光客入り込みとともに、ここで飼育した鹿の肉を島の特産品として全国に販売する





・観光・宿泊客の増大、島の海の美しさの情報発信、島内就業機会の確保等を目的に、漁協等の協力を得て、特定の区域をダイビングスポットとして一般に開放する（ただし、船、監視、宿泊は島内が条件）





・石ノ森萬画館との連携強化や網地島ラインでのマンガッタンシップ就航、洋上漫画セミナー開催等による集客・話題性向上と情報発信力強化を図るとともに、雨天時に配慮しテントサイトを高床式に改修する





３　愛ランドプラン策定の流れ





２　愛ランドプランの内容





網地島及び田代島の現状と課題





田代島の代表者





田代島の島民の皆さん





１　愛ランドプラン策定の背景





網地島の代表者











参加





連携





参加





『(仮称)愛ランド実施会議』の開催





漁協、企業、


サポーター等





宮城県等





石 巻 市





(仮称)愛ランド


推進委員会





重点事業その３


◇◇◇ 事業





重点事業その１


○○○ 事業





重点事業その２


△△△ 事業








将来的には


ＮＰＯ設立が


期待されます





島民・サポーター・行政等の協働による 島づくりの展開











『(仮称)愛ランド推進委員会』の組織化





①　総合観光（冒険）マップの作成　［分野：産業－観光］


②　島の情報発信強化　　　　　　　［分野：産業－1次産業、観光、教育・文化・交流－交流］


③　移住者を受け入れる空き家対策　［分野：生活環境－地域ｺﾐｭﾆﾃｨ活動］


④　緊急時患者搬送体制等の充実　　［分野：医療・福祉－島内医療・高齢者福祉］


⑤　各種団体と連携した交流プログラムの開発 ［分野：教育・文化・交流－交流］








１　愛ランドプラン策定懇談会委員名簿





２　愛ランドプランの策定経過





島 づ く り の 重 点 事 業











島 づ く り の 重 点 事 業





島 づ く り の 重 点 事 業





島 づ く り の 重 点 事 業





島 づ く り の 重 点 事 業















































・毎年行われる大学落語研究会全国大会（テレビ放映）を誘致し、全国的なイベントの継続的な開催により、網地島を全国的にＰＲする
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